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憂璽器に窒素封入の方武を探れぱ，油の劣化防止に非常に有効てある事は知られており，我

固においても『イナーテヤコンパウンF』と穣する化學襲品による方法は採用され幾

多使用されているが，この方式ぱ使用するこの薬晶の入手その他に不便を・一

惑じている．本丈において今回當融において製作した，蜜棄ガス

を直接使用する方法の構造及び作動の大裏法鏡明した．

　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　奪

＼1・’緒　言　　r“　’
　　　　油入懸器の温度上昇と絶縁耐力を設計値通りに維持

　　　して安全に使用するためには，油は使用中常に新しく注

　　　久された時のまSの性質を保つていなければならない・

　　　愛睡器においては油の劣化を防ぎさえすれば，固§豊絶縁

＝’ 物th：劣化する事は殆んど考えられないから，絶縁耐力の

　鮎から考えても，油の劣化を防止するのが蹴の保守

上最も大切な事である．

　難器油のもう一つの役目は，難器内部で護生する

熱を蓮んでこれを冷却器から畿散させる事である．この

際愛塵器内部における油の循環速度が大きい程冷却効果

はよいから，自冷式の攣堅器では殊に，粘度の低い，温度

による膨脹係敷の大きな油力理ましいのである．しかし

一
方，温度により油の膨脹娩縮が大きいといわゆる『呼

吸作用』なる現象が，必然的に大きくなるのは避けられ

ない所である．　　　　　　　　　　　　　　　M

　普通の構浩の難器では，負荷及び周園温度の鍵化に

より，油の温度が上昇して豊積が膨脹すると，タンク丙

一

の室氣を大氣中に吐き出し，次に温度が下つて油の陛積

が減ると，タンク内へ大氣を吸込むようになつている．

これを，饗璽器の『呼吸作用』と云い，負荷及び周園温

度の愛化につれて毎日これを繰り謬えすが，この際新し

い外氣を吸込むごとに，大氣中め酸素といくらかの潔氣
1

が，タンク内に入つて來て，この水分がタンク壁及び油

面に凝結する・

　水分と酸素ぱ慶堅器油の大敵で，・油に永分が入ると，

験的繊殿下n’；1石蹴の寿・ジを野る・また

塞氣中の酸素は，熱い油と化學作用を起して，油が濁つ

て來て，最悪の場合は，コイルや鐵心等に固蹟の沈澱物

がたまつて來るようになる．こうなると，コイル表面か

らの博熱を悪くするばかりでなく，通路を挾めて油の循

環を悪くし，また時には，これ等の瀕殿物が水分を吸牧

して，暦間短絡，その他重大な故障を起す原因となるこ

伊丹製作所 山
石 原 ＝ 郎

とさえある．

　これを防ぐために，從來は外気吸入目に『イナーテヤ

コンパゥソド』と構する1特殊な銅の粉末と璽化カルシ

t・一ム及び炭素粉末等のガス吸牧剤を用い，タンク内に

吸入される外氣中の酸素と潟氣等を，出來るだけ除去す

る方法が用いられた．この方法は，イナーテヤ’コンパウ
ト

、ンドの補充が面倒であり，鯉費もかさむ螂がある・あ

るいはまた，タソク上部の室隙に窒素ガスを封入し，油　・

その他で密封しておき，こり塞隙を充分大きくとつて，

油が膨脹牧縮しても愛璽器丙の塵力墜化がさほど大きく

ならないようにする方法等，種々の工夫が施されている

1圖　奮命試駿中の窒素封入装置
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a　蜜蕾ボンベ　b　第一段第二段弁　c　第三段弁

d操作弁i水銀調整器9聯成計
h　高璽ゲ声ジ　f警報接勲用ターミナル

でぎ躍’¶マ・駆㌍←’三◆　　＝e’：元1照叩褒t（・・L三1

　カ：，今回製作したものは，憂哩≡器上部の塞隙あるいはコ

　VサーペPタに窒素ガX・を封入しておき，呼吸作用その

　他の原因によりガスが減少して來たら，附属の窒素ボソ

’ぺから自動的にこれを補給して，油が絶封に外氣と接鯛

　しない構拳であつて，以下この方式について述べてみ

，る．

　2．構造及び作動　　．　　　　　　　　　’r

　　1薗及び2圏に示したような外観を有し，下記の部晶

　から構成されている．　　　　　　　　　　　　　　　’
‘

　　1・減塵蝶・2・水銀調整器3・操作、辮
　　4・　鹸ケ：’ジ　　5．　聯　　成　　計　　6．　窒素ボンベ

　　7・外箱及び配管

　　外樹法は3剛の如く，高さ1700mm×巾370　mm

　×奥行300mmの鐵板熔接製の外箱に牧め，これを緩衝

・装置を介して，愛堅器のタンク側面め適宜な位置に取付

　けるようになつている．

　難器タンクは，既設の普通の構邊のものに殆んど改

逡を施さず取付けられるが，窒素の滑費量を少くするに

．2　（242）

　は，窒素室容積を摺加させるため，コソサ”べ一タの容

　積のやふ大きなものを取付けるか，あるいは別のコソサ

　←べ’タを附設する事が望ましい．また難器油槽の上

　部または側部の塞いたスペースをこの窒素室に利用すれ

　ば憂塵器油を節約できて好都合の場合もある．　　　　、

　　4間によりその作動の概略を述べる．先ずボソベから

出た離窒素ガス（最高塵力150祈㎝・）は第一段第＝

　段減醗に入り，α5ゐ9畑π2まで減屋され1これが更に

？第三段減塵蝶に入り，o・05ゐ9／㎝2まで減塵されて，操作

　蝶を経て懸器タソクの上部寄隙（あるいはコンサPべ“

　一タ）へ流入する・タソク内の塵力が0．0鞠／《）m2なに

　ると，減塵辣は自動的に閉ぢて窒素はボンベから流出し

纂撫㌶㌫㍑欝㌶L竺夏鷺㌧〆
　になるまで以上の働作を繰返し行う．　　　　　　　．

　　第二段麟の出口に丁接手があり，一方の口は操作

　癬を経てタンク上部の窒素室に蓮絡しているが，これは

　普段は操作辮の所で閉じられていて，タンク上部には通

雌
3　画　　蜜素封入装置外形薗

三菱電機・VOL．23　NO．8・1949
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　　、　　4’圃　配　・管　　回

じておらず，タンク丙のガスを急速に新らしい窒素で置

換したい場合だけ操作辣を開いてタンクへ通じるように

なつている．　　　　　　　，

　水銀調整器は一種の安全蝶で，タンク丙の塵力が高く．

、なり過ぎてタンクを損傷したり，あるいは高度の虞塞に

なつてパ埠ングの漏洩等のため，知らなL・間にrs氣を

タンク丙1こ吸込んだりするめを防ぐためのものである．

蹴孔はタソ柄のガスを新らし嘩素ガスと置撤

．る時，あるいはタンク内のガスの酸素含有量を槍査する

時等にのみ使用し，普段は固く閉じておく．t、

　（a）減歴婚
　5峰照・ボンベから出た高屡ガス｛ま第一段灘辮に

入り，先ず「ちりこし」を通りこ▲で徴細な塵まで全部．

とり去られるべのxasガスは第一段蜘潤㌧・ている場

合これを通つて第一室に入る．第一室に入つたガスの睡

力が15kg！cntaになると，ガス堅が第一段ダイヤフラム

を押す力が第一段調整護條の力に打克つからダイヤフラ

ムと辮の間に間隙が生じ，辮は第一段辣登條に押されて

自動的に閉じ・＊’ンベ内から第一室へのガスの流入は停

止する．逆に第一室内のガス屋力が15kg！Ctn2以下にな

ると，調整褒條の力が，ダイヤフラム及び排護條の力より

？kきくなつて鍵を押し開き＄ボンベ内のガスは第一室丙

鰯の窒素封入装置・岩原

⊃

の塵力のガスで浦たされている．

o・5〆㎜カまで減麿されたガスは・・イブを歓第三段

減麟噂かれ，ひ硬に第三回磁麿を受け。．05

hg！・m’まで下り蹴タ⑭へ流入する．すなわちタン

ク丙の塵力hSO．OSkg／an2　Ll上の場合は麟は常に閉じ

ており，塵力がこれ以下に下つた場合に減眺は開いて

ボンベから窒素ガスを補給してやり，声ソペが空になる

まで上の動作は繰返し行われる．・　　　’

　第三麟を閉ぢている力は，第三段排護條の力と第二＾

室内のガス塵力が第三段辮を押す力であるから，第二室

内の屋力があまり高くなり過ぎると第三段排の動作が悪

くなる懸念があるから，第二達には安整蝶をつけて輪

室内の塵力があまb高くならないように．している．　　　＾

　（b）　＊銀萌整器

　6薗参賂水銀調整器はタンク内の塵力を一定範園に

　　　　　　滅麿弁　第一段　第＝段馳

ぎ

葵

　　　　｝e

　　　　　ζ

5箇　’減　　．藍 弁　・一

　　（243）　3
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7　圖　操 作 弁．

5

保つための安全装置で，6圃のよ5な水銀入U字管で，

片方の脚の蹴面積は他方の脚の蹴面積の約2倍にとつて

ある．タンク丙の堅力が0．37thg／em2になると窒素ガスは

水銀桂を押し上げて大氣中に放出される・また装置に故

障があるか，窒素Ptンベの空になつたのを取替えずに放

置して，タンク内が虞塞になつて來た場合は一13㎜dg

になると，大氣が水銀柱を押し下げてダソタ内へ侵入’し

タンクのパツキソグ等が損傷するのを防ぐ．

　（c）操作携
畑のような瀧の三方蝶で，eeeceUt＝tliltTbl手か

らの口を閉じ，第三段入口からタンクヘガスが流れるよ

うにしておく．タンク内の空氣を窒素で置換する場合，

o・05kg　kg1Cm9め窒素ガスでは時間がか’sるからドこの　㌧

齢瞭識からの7L”を閉じ，第二段出・から・．5ky／’t

㎡の歴力の窒素ガスをタンク内へ洗入させる・

3．安全装置・
　1．ボンベ内の蜜素が消費されて空になつた場合

　　ボソベ丙の塵力がタンク内の堅力と等しくなるまで，

　’すなわちボゾペが完全に塞になるまでガスは流出するが

　安全と補尭取替のために，ボソベ内の塵力thS　15kg／CmSま

　で下ると歴力計の電氣撰貼が閉じて警報を護するからこ

　の時はボシペを取替えねばそらぬ．　　　　　’

　　2．タンク内の璽力が萬くなり過ぎた場合

　　タンク丙の塵力が0・37kg／cmi　t：なると・水銀調整器か

　ら麦ンク内の窒素ガスを大氣中に放出して塵力を下げる

　それでもなお堅力が上昇するよ5な場合は，ゴ0．鋪g／（賜2’

　になると聯成計の電氣接勤が閉じて警報を護するp；らこ

　の場合は速かに織橡して故障の原因を除去する必要があ

　　　　　　　）～＿る・

　　＆タンク内の璽力が低く一なつた場合　　　　、　　．

　　　タンク内の塵力が低くなり過ぎるとパッキシグ部分等

　　から知らぬ間に空気を吸込んでいる危瞼があるからピタ

　　カ丙の麿力が一兄6迦互gになると聯成計の電氣接溜

　　翻じて警報操する．・の時な轍置してお・X遷

　　力が一13　en‘Hgになると水銀調整器から大氣を吸込ん

　　でダンクのパツキソグ等が損傷するのは防ぐしかしr

　　魅氣を吸込むとこれを完全に鍋丁の｝こ｛珪数th｛）b’　‘，

　　るから，＾眞空になつて警報を褒した場合は速かに虜置ぜ

　　ねばならぬ・　　・　　　　　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　4．保守と取扱い注意　．．　　　　．　　　　　三

　　　1．取付けが完了したら蓮轄に入る前に全部のジヨイ

　　ソト紛ら娠洩れ磁査L，なおパ・キングのemeと

　　油その他に眺されていた畝の排出のため・鮒けて

　　　　　　一　　Eeeme・VOL・⑳NO・190P
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から最初の一ケ月間は一遁間に一回宛位タンク内のガス

の酸素含有量を8回のようなガス分析装置を用いて橡査

する．酸素含有量は1％以下を理想とし3％以上になる、

と，窒素封入の効果が激減するから注意を要する．なお

時々ボンペ堅力を注意し，窒素の消費量があまりに烈し

い時は各部の洩りを鐵橡してみる必要がある．

　2．窒素の消費量は1タソク及び窒素室の大き’さ，饗

塵器負荷の愛化状態等により一一定しないから一概には云

えないが，今までの超雛によると，窒Pt　7・5　kg入りのボ

ンペ1本で大豊牛年ないし2年の使用に耐える，

5結　言
’本装置は既設の古い憂堅器に簡軍に加工取付けする事

4

鰹器の窒素封入装置．岩原

・
　　コ．　　・’，㌧部’1
　　　　　　ひ　　ヘヘドぎロ
　　．、’・＼．嚢

　　　　　　　二

　　　　　　　

’J．‘

が出來，この方法を探ると，タンク内

ボ全然入って來ないから，油は濁つた

たりせず，從つて油の濾過補給の手間

保守費用の最も大きな部分が節約され

活性ガスであるから，萬二の故障の場

も，普通の構造の懸器に比ぺて遙か

却効果ぷ使用申減少しないから，コイVVや鐵心の温度上　　，i’

；鎌雛竃鷹雛蕊i謙
本豊及び油の壽命が永くなり，從來の5のの油の潟耗代　　口

に比して諜の翻嚥敵き躍である’　　　瀦
．　　　　　　　　　　，　’譲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’t（郷噸

週
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i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

lFL　一一・Wパルス式線路障害探62元9違
卜　　’　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　”
t

r：　　　Echo－］㎞gin9法にょる績路障害探知の原理と特長を簡箪t　atべ，今回開登さ

・　　　れた」m－t型線路障害探知機にOいてその特長，主要諸元，性能なら

．，　　びに試駿桔果の一例を護表した・試駿は秦空遍信線，無装荷市外

；　ケープル及嬬醗瓢について行つたものである’　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊噛作所　樫　　本　　俊　　彌

i｝　　　　　　J

㍍1・緒　言　　　　　　　　　’

［一探塁灘；競▲灘鑑㌶竺灘：

i響漂竺雲㌻ご：瓢蕊欝
t’　方法が用いられて來たが，何れも測定がかなり面倒でか’

；　つ測定線杯嘩であり，障害飾の蜘・esす硝
il力なならびに経費は少くなく，しカ・も遜な購のzaec

［　　が第＿義的に考えられる線路保守關係においては迅速的［

じ　確な障害箇所の検出に勤する要望は切實なものがある．　　“

　　　しかるに障害悪で反射現象のある事を利用し7，Radar

峰簿議驚《難竃醗
　　れている事が認められて來た．この方式の特長は

　　　（1）測定が簡軍で迅速に出來る・

L　（2）障醐までの距離が正確酬定出來る・
　　　（3）箇線，短絡，地氣，絶縁低下，混線等殆どすべ

　　　　　ての種類の障害を封象とする事が出來，かつ障害

　　　　　の種類を一見して到定し得る．　’

　　　（4）線路の状態が一見して判る．

i　（5＞殻生し勧止んだりする嚇も探知出來る！

；、．　等であb，從來の障害探知に封し劃期的な方法であると

　　言｝事ができる．　　　　’　　　　　　　　　t

㌘　　我々は各方面｝Ccこの方式による障害探知装置が要望さ

　　れている事を知り，昨年來實用機の開護に着手し最近漸

　　く製品FL－1型を完成したので滋にその概要と試験結

　　果の一部を褒表する次第であるX
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　・
il

L
ト

ギ

：

1｝

『

Ii．

li，

『

2，原 理

2・1距離測定
　測距の原理は既に周知で述べるまでもないが，簡軍に

説明すると吹の通りである．1圖はこの方式の原理を示・

6　（246）

t

’

1 園

一→時向．
2　　　回

轡、

N

　　　　　　　　　’3　　回　　　　　　　　　L．

す構成圖である．2■に示す如く幅π（普通敷マイクロ

秒）なるパルスを適當な周期Tで線路へ登射すると，その　　’

線路に固有の速度で（架塞線の場合は殆ど光速，ケーブ

ルでは（0．5～0．8）×光速の程度）線路を進行して行く

が線路インピーグンスが急愛している箇所（障害箇所等）

　　　　　　　三菱電機・VOL．　23　NO．　8■1949
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B顯では一部は反射され測定錨Aの方へ蹄つて來る・こ

の反射波を反射したパルス（直接波）と共に受信増幅し，

これを周期丁に同期せしめた時間軸を有するブラゥシ管

の縦軸に加えると，例えば3圓の棲な映像が得られる．3

晒でa．b間を掃引するに要した時間はパルス波が線路の　’

A写間を往復するのに要した時間であるから，この時間

とその線路における傳播速度を測定すれば，測定部Aよ

り障害酷Bまでの距離は直ちに求められるわけである．

22鰭と友射現象
　進行波が線路を進行する場合にインピーダンスの不整

殼で反射が起る事は既に古くからよく知られている現象・

であるが，障害と反射波と鋼係を知つて置く事は本方

式によつて障害を探知するに當つて極めて重要である・

4■｝こおいてZi，　Z2を線路のサージイソピーダンスま

たは集中インピーダソスとすれば，接織賂Aに向つてZ1

線路より進行して來た電堅波に封する反射係戴mは次式

で輿えられる．　　　t

ha　＿　　v2　　＿　Zza－Zi

m＝　　　Vl　　zコ十z2

→
Zt
透過
A’“““一一’＿．

　　Z2　1

“’ 2t

　反射
A

4 圖

ち遵

　こSに巧，VzはそれぞれA顯における進入波ど反射

波の電塵を表わす・よつてZ1，　Z2が純抵抗である場合

にはmも實敷となり，．Z，の0～Nの憂化に封しmは一

1～＋1の間に饗化する．Z2＞Zlではm＞oすなわち

反射波は進入波と同極性，Za＜Z，では仇くoすなわち

反射波は進入波と反封極性となる．　　　　　　’」

　これを障害の種類と封懸させると断臨撒不良等｛お

広＞Ziの場合に，短絡，絶襟低下，地氣，混線等はZ2

くZ1の場合に相當し，これ等の場合に得られるブラウ

ン管上の映像はそれぞれ5凹（a）（b）の如くなる．　　．

　またインピーダンス饗化が大きい程mの絶綱が大き

くなり強い反射が現われる．これ等の性質によ，りブラゥ

ン管に現われる映像から障害の種類あるいは程度を容易

に判定する事が出來るのである・

FL－1型パスル式線路障害探知機・樫本

例えば断線の場舎
　　　（a）

　　　　　　　　5

一≡≒

　　；’…　il・n

画

例えば短絡の場合

　　　（b）

一

］

’ 葛

三

　竃

元

，、

！

・

，　11

」

綱あぷ⑭アク＿分を有、，ア、，．ヨ

　タソスの不整がある場合には反射波の波形はやや面倒に・　　き

な…酬・言つて一臓酬た轍形］
　2なることが計算されている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

は曇㌶2灘購膳禁麗貧㌶蓉］
があ・齢麟・障鞠・の蹴鰯・線路の減】
衰が小さい場合には障害誤と探知機の間を反射波が何回

　も往復し，一つの障害』貼の反射波がブラウン管上に幾つ　・、

　も現われる・

　　6圓において

　　　ZS＝探知機出力インピーダンス

　　　ZR　＝wa害籍のインピーダソス

．　　　　Zo＝線路¢）特性インピーダンス

　とすると，Zs，Zo，Znの大きさの闘係により，この

、？

・’
§

31

　　　　　　　　　6　　薗
　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　、fl

場合に生ずる逐次反射波の極性は上述した虜により7麗・　’：b

に示す如くなる事踏易｝・醐できよう障害探知・當’

㌘㌶耀；；㌘5難翼該誌忌亘
7N（・）fO）の如く第2回峻の反轍を容易醐す㍉；

事ができる．　　　：＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　ー般に障害のない線路においZ（も分麟，接績1，大

地の不整，撚架あるいは一部分に特性の異つた線路の使’

用等によりかなり複雑な反射波形が現われることが多い　、fil

が，斯る場合には障害のない時の映像を模鳶または撮影：

により記録して置き，障害時の映緻と比較すれば容易に　’

障害鮎を見付ける事ができる．　　　　　　　　　　　　　］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（247）　7　　　　　　“．‘
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Z9＝Zo　ZR＞Zo

（b）　〃 ZR〈Zo

Zs＞Zo　ZR＞Zo

（d）　〃 ZP＜Zo

（e）　Zs＜Zo　ZR＞Zo

（f）　s ZRくZo

7

゜－T；＝’ IPt・｛r．’v“FTfift　∀T’ こ∫一、∵干

．

箇

1・、3．　FL＿1．wの鞭、

；　a憤計方針・特長

t　．　FL－1型の設計に當つては，爽の鮎を考慮した・

1　　　　（1）　測距の確度を出來るだけ上げる事：・…・本機固有の

　　　　　誤差を出來るだけ小さくしかつ讃取精度を上げて測距

　　　　　確度を上げる事に努めた．本機の測距方式については

『　　　後聾する・

　　　　（2）可搬式である事一これは種々試瞼の結果一般に
！1　、

1二二璽撚惣㌫㌶㌶叢；：慕

i・熟鷲叢欝麗灘誌：
　　　　　highgm　l球の使用が望ましいが遣憾ながら標準品種と

　　　　　して製作されていないため6C6を使用した・またプ

　　　　　ラゥソ管は映像を見易くするため容積，重量を犠牲に

　　　　　して120mmを使用した・

　　　　（4）取扱を出來るだけ簡軍にする事…・・熟練者でなく

　　　　　ても取扱える様に調整箇所を出來るだけ少くし，次の

　　　　　8箇所に纏めた・
『

：．

s
｝

！～．

ξ・

1二

一 趣悪調整

焦鮎調整

上下調整

左右調整

距離範園切換

時間軸振幅調整

利得調整

距離計　　　一

　距離計の構造には工夫を凝らし，起悪調整等を不要な

　らしめる様にした．その結果本機の操作は普通のブラ

　ゥン管オツシロスコバプの取扱いと同程度あるいはそ、

　れ以下となつている・

（5）距離範圏を切換え得る様にする事……試験の紺果

8　（248）

’、f　　穴三“ペミ’「”三糎で・三

β

　少くとも2－rangeにする事が使用上便利であり，構

　造の複雑化を厭わず2－rangeとし最初のものは測定

　範園を30kmと150haとを切換え得る様にした．

（6）整合器を附島せしめる事・・試瞼の結果より逐弐

　反射の阻止の必要な場合を考慮して，整合器を附周せ

一　しめた・整合器はそれよりも寧ろ測定を迅速な駕しめ

　るため障害の種類に臆じ線路接績の切換えを迅速にす
　　　　　　　　　　N
　ることを目的としている．

（7）窟眞撮影を考慮する事…・このためにX線用ライ

　カ版窩眞機を簡阜に取付け得る様，フードならびにア

　ダプターを設計附属せしめた．

（8）電源電塵の愛動に膳じ得る事…このためには廣

　噛園に纏し得る駆纏瞬附融しめた・　ノ
　8圏～11固は本機の外観ならびに丙部を示す・

3・2諸元特性　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　本機の主要諸元は弐の通りである・

8冬口

ノ
9 圖
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30krn及び1ら0㎞（憂更可能）

5000・e／8及び1000　e！s

－ 1．5ないし2．0μ8

111500　　　　　　　　　．

線路の特性により饗るが

150jbm　rangeで最大±50em　Ll下

30㎞　〃　　〃　±100m以下

　　　　　　　　11’　　圖

時　間　軸　　直線時間軸

出力イソピーダンス’1000皇
　　
整合器　出力インピt－’ダンスを700Ω似下の線路

　　　　　に整合せしめ得ると共に障害の種類に隈

　　　　　　じ迅速に接績を饗更し得る如くした．

　　　　　70～1mOV及び160～260Vの電源電璽

　　　　　に縢じ得る・
　　●　　　　　t、　　　　　　　－　f

　パ6ルスノ陪生面路
　　　■
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声日　’＝・LEr

E、・

ξ　’重

ぶ　寸
　三

巨
’

’

覧

量

．法

3．3回路方式・

　，野二r・璽叉ぞ言二≒二三一琴云7

大饅47　kg　　整合器　1・3　ks　一

電塵調整器10．5砲．く’

本　　　　　　目豊　　450mm　×　S50men×550㎜

整合器200㎜×140㎜×75㎜
冒遮調整器　　200mm×270㎞×210，nm

　12薗は本器の回路方式を示す．使用眞空管は　　tt

，，UZ－6σ6…　11本　　UY－　76…　2本　　KX－－ee…　2本．

　UZ－42…2本　uy－807…1本88E－120θ…1本

である・

34測距方式、　　　　　　　　　　　・
　精度ならびに使用上の便利さを考え工作上の不利を忍

んでゴニオ型移相器を探用した．本機のゴニオ型移相器

は東北大學通信研究所石田教授の職時中の貴重な研究

結果に基き設計したもので，工作ならびに回路調整によ

る誤差以外は原理的に誤差を生じない権告になつており

精密主作と正しい回路調整により誤差を極めて小になし

得るもrpであe　13圖｛讃測誤紬線で150〃・n9・・30kM

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロお爾預‖定範園共誤差をま駄±10　（士2．8×10　　）　以丙bこ樂

に入つてLI・る．．ゴニオ型移相器の使用により距離範園を

切換えても％誤差は一定となし得るのであつて，例えば

最大誤差は30㎞rangeでは15Qim　rangeの場合の1／5

㌻’1㌣三六F言｝で17了烹＝三＝六㌻ア三宇ぎfi911
、　　　　　　　　　　　　’

ω

規準

14　　口

．心）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　距離計はパルスの傳播速度を光速『（30Qm∫μs）として目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛つてあるカこら・測距に當つては各線路に？いて傳播速　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度を測定し較正する要がある．この較正は供試線路の既

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、知長を用い入工障害（例えば断線，短絡等）を作つて上・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　述の如く測定し，その場合の實長を勾伽，距離計の讃．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みを鋤とすれぽ較正係戴ほL°！Lとなり爾後はその線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　路について得られた讃取値にこれを乗ずれぽよいe．であ

『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る・
ド’　　　　　　　　　　　　　　　　　　實際問題としては蹴の聾が正陶渕らぬ胎力渉
1・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，電桂間隔の和を線路長としているのが通例であり，

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また急峻な過渡現象に凱實際の線鋤撫歪條件を充さ

tJl．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬために茸る反waの・・ild’・p・｝・基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種線が混用されている等，實除の線路で

　　”　’le’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45隻　4　FL－1型による試験結果の一例
・　　　　 卜一トー一一十’・一十一一一’一一斗一一4；B　　　t　　　　　o与r4　4872　s6　izo　t441s81922｝6240164　zo8　3iZ」j53se　　　　本年7月日護小曾根褒電所において架

［　　準線に一致する様に距離を調整し・この状態で距離計の　　4．1架空鋤信線路

t”．　葭みを零に合せる（14圖（a））・衣に距離計を更に廻して　　　115薗は大廣＃1線（Zo＝6002）においで姫路（距離
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ’　　　目標反射波の左端が規準線に一致する歳で距離計の目盛　　90，761k，n）にて爾線開放し，150km　rangeにて線間を

　　　を讃取ればよい（14圃（b）1．．　15CVtin　rangeでは最小目盛　　測定せるものである．この場合距離計の讃収値は9L2勧6

　　　は11㎞，30im　rangeでは同じく200m　・であつて’バ輌二’　　であり，較正係敷は0．98ら，傳播tS度　Uo〒295・5m／vsと

　　　ヤ目盛でそれぞれそめ1／面二まで正確に讃取る事ができ　　なる・この線路は小曾根一伊丹（15・712km）間で短いケー

　　　る．　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プルが虜々に入つているため，直接波のすぐ右側に強い

（｜59rk目盛）
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　　　　　　Ktm
伊丹（15、7｝2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　反射か多数出ており，このケーブルによる反射のため，’

　　姫路からの反射が弱い・獲画は30㎞rangeに切換え伊

「’　丹までの部分を見透したものであつて，測定は一線大地

　　間である．17間は伊丹において地氣したもの，18凪は

　　伊丹において飾磨＃3線を混線したものである．架塞線

　　の場合完全な灘泉き地氣，混線等であれば150加まで

　　は十分な感度で探知できた・たL“し地氣の場合は60．／s

　　’の誘導，搬塗回線よりの誘導等のため若干反射波形が不三

　　明瞭となる場合があるが，100imの距離において線路

　　のインピーダンス饗化が±30％程度あれば充分探知可能

　　であつた．　　　・　　　　　　　’　　・

　　4．2市外ケープル　　　　　　〆

　　　小曾根饗電所近畿支店間（8，400㎞）24綱装荷クワ

　　ツドケーブル（Zo・＝2009）につき試瞼を行つた，　tg回

　　IX　＃　23番線で近畿支店にて開放した時の窩眞である・距

　　離8、400伽に封し距離計讃取値は11・74㎞であつて較

　　正係敷は0．715，傳播速度は2・214・5m／μAとなる・20四

　　FL－1型tくルス式線路障害探知機・樫本　　　d

↑1地
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灘霞懸㌫蕊議♪欝遼　二1
　・絡した場合，22口は線間6002で短絡した場合を心線

　間にて測定したものであつて，前者は負反射，後者は正

　反射となつている．他の心線においても測定を行つたが　　tfj

　途中接績箇所の良否等により，相當線路特性の饗化が認

　められた．23口は＃15線の鴬眞で條件は、tg回の場合
　と同様である繊路の特性ぱ23線に比し賭である．　二

　大鰻20加程度までの勘線，地氣，短絡，、混線等は探知

、 可能であり，10㎞位の距離において線路のインピーダ　　♪

　ンスが20～30％憂化すれげ充分探知できた．　　　　　－

　4．3’逡　　電＼」瞭

　　邊電線においては生きている場合はもち論蓬電休止

　の線路においても同es塔の他回線が生きている時には

醜により，大地醐しては鵬の電塵樋生している

　からパルスを法出するには適當な結合蓄電器とdrainage

　coilを必要とするが，24口に示す如く結合1蓄電器とし
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て0．5μFdrainagecoilどして1Hのチヨe・　Bを用い

測定を行つた．本試瞼においては邊電休止中の奮立花支

線（＃2）3相一回線（距離6，587km）を折返し軍線とし

て用いたが，誘導電塵は最高950V程度であつた・25■

は架線配置を宗す．26圃は塚口にて接地した場合であ

つて，實長6，581勧に封し距離計讃収値は6・68加であ

り，較正係敷は0．986である．なお第二回目の反射が認

められるが，整合器によりこの反射を無くしたものが27

間である．　　　　　　・　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　イ
　28口は塚口において1002の抵抗で接地，29罰は同

じくlk2の抵抗で接地したものであつて，前者は負反

i
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25 回

　　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

射，後者は正反射を示している．

　30田は塚口にて下線と中線とを接績して折返し更に小

曾根で中線と上線を接績し塚口にて上線を接地したもの

であつて，各接績鮎における反射が明瞭に出ている．

　長距離線路に勤する試瞼は適當な線路がないため蜜施

出來なかつたが，架室通信線と同様の探知能力があるも

のと推定される．

5．結 言

boen
短
縄

　　　へ

H　　、・禽

　以上FL－1型線路障害探知機の原理，構造，性能，

試験結果につき述べた添，現在までに試験した線路は架

空通信線，市外ケープル，架2＄X電線であつてこれ等の

線路に封しては各種の障害に封し十分實用し得る確信を

得た・また近く機會を得て電力tr　・一プルに封しても試験

を行いたいと考えている・　’

　！Cルス式障害探知法に關しては反射波のduild　upの

問題等今后研究すべき賂も少くないが，この種方式の障、

害探知機の實用は線路の保守に劃期的な成果をもたらす

ものと信ずる．　　　　　　　　　　一

　摘筆するに當り移相器につき貴重な研究成果を快く御
　　　　　　　　　　へ
教示頂いた東北大學通信研究所石田教授に深謝すると共・

に本機開護に當つて種々御教示御援助を賜つた門司鐵道

局藤田技官，大阪鐵道局寺井技官ならびに日薮畿支店

の關係各位に深甚なる謝意を表する次第である．
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順 序

昭和23年8月開護に着手Lた電動機操作順序開閉器は昭和24年3月製作を

亮成L，小田急電繊，近畿日鐵雨杜に納入，電車に取付け現車試験も

亮了したので，新製品の紹介，試験結果及び從來の電磁空氣式．・　　　　　　　”

順序開閉器と比絞して性能を樹討した結果を報告する．

　　　　　　　　　　　．　　s　　　　　　願製作所　一松、

官

　電車の自動加速（または自動減速）制御方式で，電塞

式軍位スイツチまたは電磁接胸器の開閉順序を掌る順序

開閉器を回轄さぜるのに，從來は電磁弁を使用したいわ

ゆる電磁塞氣式を探用していたが，’ 最近電車の高速度化’

乗心地の改善のために多段式の制御が必要となつたQで

これを小型電動機を使用したいわゆる電動式に改良して

その起動，停止を迅速確實にしたものである．《

　この電動機操作順序開閉器は既に小田急電鐵に10輔

分を納入し，近畿日鐵曾赴（大阪線）に試作品1輔分を

納入して，現車試験も好成績を牧めたご

　こふに薪製品の紹介，試験結果及び從來の電磁塞氣式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇E
　　　　　　　　　　　　　　　　　操作電動機

、

軸
緒

手＼

14　’（　254）・

ご三’；EA；＝’1：二三一τ’：F”で㍉〒可

開

、　　　ノ

　621，　337．　2

閉　　器

田：　新

順序開閉器と比較しての姓能について報告する．

2．製品の概略　　　一

市

　電動機操作（以下電動式と書く）の外形は1固に示す　t”

通りであつて，操作電動機〉歯車箱，ドラム，接鰯指，一’

接胸指毫及びこれらを取付けた取付藁から成り，重量は

34kgである。　　　　　　　　～　　　　　へ”
　　　　　　　　ぼ
　操作電動機は小型の15分の1HP（直流100V，1・　A’

1700r拠，分巻，1／4時間定格）であつて，ウオームギ

ヤ2段で減速し・樹車比は84：1である．、歯車箱には

この2組のウオ・’・Aギヤを牧め，牛可焼軸縫手を介して電

動機と直結したウオーみの一一tsの軸受には遥一ルベアリ’

ソグを使用し，その他の軸受には住友電工製のナイlt・V

　　　　　　　　　スベアリングを使用して1軸受摩

1
〆

ロ

接

蔓

歯

違
箱

・　　擦を減ずると共に，給油の手藪を

　　　省いた・また繊，手入れに便利

　　　なように大きい蓋を設けたS上方

　　　にはグリスを塵入するグリスキヤ

　　　ツプを備えている・
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　　ドラムt接鯛指及び接鯛指璽は

　　　從來の電磁塞氣式のものど同様で

イ　　あるが，ノツチが増した闘係上ド

　　　ラム及び接鯛指璽は幾分長い．

　　　2圓，3岡はこの順序開閉器を取

　　付けた小田急電鐵向の主制御器箱・　　、

　　の爾側を示す．一方には順序］開閉

　　器，ノツチング縫電器，主電動機　　、

　　開放器を備え，．他方には逆韓器限・’

　　流縫電器，短絡纏電器を備える．こ

　　の中の短絡纏電器は操作電動機の

　　電機子電流を開閉するものであつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　1＼
　　て，その性能は特に重要である．

　　性能については後に述べる・

　　　　　へ　　　この制御方式の特長としてet，．

三X・see．V。L．23　N。．8．、9，

¶
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ノツチグン笹電器 主t勧機開放器・‘”

順序開閉器

＼

2’ 圖

〆

　　　　　　　　　　　　　　t

　　　，1．主回路の開閉は電室鵡位ス5．ツチで行うから，主

　　　　’回路電流開閉の動作は確實安全である．

　　　2．カム軸接鯛器に比し遙かに小型の順序開閉器ドラ

　　　・ムを回轄するだけであるから，操作用電動機は小容量

　　　　のものでよい．從つて從來の電磁塞氣式を電動式に改

　　　　良しても・，電動護電機の容量は十分であつて愛更する

　　　　必要はない・

　　　3．接鯛指接鯛堅力が各ノヅチにおいて干均しているの

　　　　で，各ノヅチの起動停止が均一である．

　　　4．操作電動機が小容量であるために，電機子電流を開

　　　　閉する短絡綱電器も箪軍な小型のものでよい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9－　　　5．所要回轄力が小さいのでドラムの超軌停止が迅速

　　　一確實である．從つて多段式制御方式に適當でb，る．

∠　　6㌧電磁塞氣式と同じ場所に牧まり・重量は輕減される

　　　7；操作電動機，ドラム等各別Rに取外すごとが出來て

　　　　瓢徐，手入れは殊に便利である．　　　．　　’

　　’5．試験方法

　　　4■が實験に使用した装置のつなぎであつ℃順序開

　　閉器の他にノツチング押釦とノヅチング縫電器を使用し

　　た．電動式ではその主要部分は操作電動機と短絡纏電器

　　であり，電磁空氣式ではオンバルブとオブバルブである・

　　　十と一に直流操作電塵を加え，ノツチソグ押釦を押せ

　　ばドラムは回轄し始め，17接鯛指が17．接鯛片を離れ

e
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一・ 「ご一　TC－T．1／　　1’　：’t”

　　　　・管験は工壕試験であつて使用筑洗電游は6Cebであるご

　　　　∴1．オツシログラフによる動作時間と電流の測定

　　　　　オツシログラフ撮影箇所は電動機電機子電流，17回路
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　，電流，13回路電流である．’

　　　　　電動式では操作電塵を婆化し∋また電動機電機子直列

　’　　　3●5kg！p跡2で實験した．

　　　　、　また電動式のときにはノツチを刻まな㍉・臨すなわち

　　　　　短絡纏電器コイルを常時煽磁して電動機を蓮績蓮轄した

　　　　時のドラムの1回轄所要時間を測定した．
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4．試翰結果
1．動昨時間と電流測定

ア・電動式順序開閉器

　4間のつなぎによつて測定したオヅシログラムが6～

ξり鞭

5　圏　　滑　り　角　度

、で「i一ワ～アこ1：7－・・三三・で汀一一煕ミ∵．㌻、

9圓である．6圓は小田急電鐵向，7～9■は近畿日鐵

向試作品であつて何れも7→8ノツチの間を測定した・

繋：野讐更繋隠繰講叢慧
’

恒1路電流及び13回路電流を撮影した．そしてその時の

回路條件，すなわち鞠作電堅疏と電機子車列抵抗rを“

圃に明記した．

　4圖を参照して6圃各鵠の意昧を説明すれば，ノヅチ

ング押釦を押せばA鼎で短絡纏電器の鰯磁が始まり，B’
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘト識で電動機が起動し始め，ドラムが回轄してσ雛で17

接鯛指が17接鯛片に達する・H部で短絡縫電器の働磁

が17回路に切b，paり，　D［twでこれが切れる．電機子回

路の電源は刀惑で完全に絶たれ，F錨で電機子は短絡さ

れて電氣制動が始まる．ドラムはθ酷において停止する　／

この一つのノツチの各部の動作時間を表示すれぽ，1表

のようになる・

イ．電磁塞氣式順序開閉器＼

　10圓（a）（b）にオツシログラムの一例を示す・この順『

序開閉器は10ソヅチのものであつて，各ノツチの13回

路と17回路電流を圓示した．オツシ7グラァのフイル

ム長さに制限されて全ノツチを二つに分けて10■（a）

を前4Pxt（b）を後牛とした・
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ
2．滑IJ角度測定　　　、　　　　　　　、　　　L：

　4圓のつなぎによつて各ノツチの滑り角rr’x°を實測

．Lたのが2表である．電磁塞氣式はノヅチ進めで6秒に‘

調整してあり，電動式ではドラム1回轄所要時間4～5・6

秒のものである．電動式の時は短絡纏電器の調整によつ
　　つ
て滑り角度をある程度憂えることができる・　　　　．　　“

3．操作電動機温度上昇測定

　念のため操作電動機線輪の温度上昇を抵抗法によつて

測定した繍電機子線輪は2　Z，　50分通電した温度上昇
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　動式では操作電塵，電機子直列抵抗9，ドラム1回轄所

　要時聞secを示し，電磁塞氣式では操作電睡，室氣堅力

ゐ9／⑳呈を示した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　3、表を圖示すれば11画のようになる．これによれば

　電磁空氣式は氣筒内のピストソQ位置によつてその速度

に糖の差蓮が勒端に1→2！’vチの速脇連・
．一ごれに反し電動式ではほS・一一定している．3表の1回轄
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3．．短絡指電器

　電動機が小容量であるので，1、これを開閉する短絡縫電

器も小型であつて動作が迅速であることが特長である・　’

この短絡縫電器の渥速はノッチの滑りに影響するので，

できるだけ動作の速い纏電器が必要である・短絡纏電器

の引きつける速度はドラムの起動だけであつて危瞼性は　　　，

ないが，その引き離しの速度は滑りに直接闘係し，その

時間はできるだけ短くしなければならない．今後の研究

によつて2・5～3aeLの時聞を更に短縮すべきである・

7．結 論

継噌雌氣式罐蹴に改財・・…以上のよ’
うに一懸の成果をおさめたと共に”多段式制御方式に移

行しつSある現状に甥する準備態勢が整つたのである・

使用機器については種々櫨討すぺき間題が甥つているが

開護から製作に移つて昭pm　24年3島小田急電鐵會瀧

近畿日鐵會砿の現車試瞼が終了したので鼓に報告レた．

　終りに當つて本器の製作ならびに實験に終始御支援を・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ賜つた小田急電鐵會枇，近畿日鐵會冠の關係者各位に厚

く御禮申上げる衣第である．　・
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新製品紹介

116型三菱電氣アイロン
　このアイロソは2kg（4・5ボソド）の手頃な重

さで使い易く，その上堅牢優美で壽命が長く，

メヅキがよく，熱の傳導が極めて速く御家庭用と

して最も適當なものであります・

畿熱儂には最近アメリカで好評をうけているチ

n・・一一プ＝Vメントを操用してあります・

　畿熱線には　特に精選したニツケルクローム線

を用い，外氣から完全に遮勘されていますから錆

びる心配はありません．

　當赴では濁特な方法（特許第145604號）で製

作していますから　性能は充分信頼できるもので

あります．

　形状は温度分布と熱傳導をよくするよう　偏干

にして密着する形とし　特に口出部分の強度を暦

すように曲げてあります．

・三麺機・撒2；掲載内容

非直線特性に基因する眞空管護振器の

周波敷饗動・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…薄i井

電鐵用イグナイトロソ整流器・・・・・・・・・・・・…　加藤

Ee不純物がA1およびその合金に
及ぼす影響（第3報）・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・…長谷川

Heaviside演算子法に封する新しい考察と

その電氣回路解析における懸用（XV11）・・・・・…菅　野

　　　「三菱電樹　NO．

搬邊式テレメータ試凝報苦・

30KV　V型遮勘器’’’’”

VOL．24
　1

●　　・　■　　．

●　●　　　・　●　　　・

　内容豫定

　　　　　　吉川
…・…・・・・… 　寛
　　　　　　門
・・・・・……・…五十嵐

Fレ・型によ礪力ケープルの障害探知一・響査

プレス荷重計算に封する切歓葱力の考慮・・・・・…齋藤

塗料の噴霧作業條件の決定について：・・・・……大　田

新製品紹介

「＝
一
菱 電 機」

VOL23　NO．8

昭和24年12月25日印刷
『禁　無　断　轄　載』

　昭和24年12月30日襲行
定債1部　金15圓（溌料共）
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編輯彙登行人
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　東京郡港騒戚布竹谷町　番地

博文堂印刷所東京都千代田品丸の内2丁目2番地

三菱電機株式會趾内
　「三　菱　電　機」

　　　　　　電話丸之内閻

　　　　　編　輯　部

　　　　　3344（9）
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♪　　　「▽‘　　111、”11i　　．；　　　　’／　　　　i・gT　　　、　　　’‘1　　　　’　iii、　　　　　：　　　　　、14●一一一h、“HL型”4輕動断路器霜眞＃1　　　HL型断面路器外観（一相分）定格電墜　69000V−161000V定格電流　　400A−　1500A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ窯眞＃2接鱗部開路時外観（可動接鯛子が盛まれて戻る）　　　　　　　　　　　　　　　　　特　　　　　　　　長　　§操作軽快1　　　　　　　　　可動接暢部は僅み込まれてのち開略し（富眞＃2参照）　　　　開路時には　　　　閉路時には　その状態で閉路してのち完金な密接勇蜀を作るので，操作中磨擦抵抗をう　　　　けることなく　動作は極めて輕快である・　　§　接　鰻　亮　全　！　　　　塵接機構によつて　接鯛は完全，かつ弛緩の憂いがない．　　　　　　　極　少　！　　§衝　　　　　　撃　　　　開閉時に支持碍子に衝撃を與えることが極めて少なく從つて機構安固である三�n『≡’”w＾・“’デ�n：で三研戸耳へ声二一一　、愛座器の一．　；一＝一二ご一’−F「p芒’：：’テ　’一’窒三・丁＝＝・三一qw7で’…→＝鞠素、封入皿1・314・212装　　　　　1叶　」憂璽器に窒素封入の方武を探れぱ，油の劣化防止に非常に有効てある事は知られており，我固においても『イナーテヤコンパウンF』と穣する化學襲品による方法は採用され幾多使用されているが，この方式ぱ使用するこの薬晶の入手その他に不便を・一惑じている．本丈において今回當融において製作した，蜜棄ガスを直接使用する方法の構造及び作動の大裏法鏡明した．　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　奪＼1・’緒　言　　r“　’　　　　油入懸器の温度上昇と絶縁耐力を設計値通りに維持　　　して安全に使用するためには，油は使用中常に新しく注　　　久された時のまSの性質を保つていなければならない・　　　愛睡器においては油の劣化を防ぎさえすれば，固§豊絶縁＝’物th：劣化する事は殆んど考えられないから，絶縁耐力の　鮎から考えても，油の劣化を防止するのが蹴の保守上最も大切な事である．　難器油のもう一つの役目は，難器内部で護生する熱を蓮んでこれを冷却器から畿散させる事である．この際愛塵器内部における油の循環速度が大きい程冷却効果はよいから，自冷式の攣堅器では殊に，粘度の低い，温度による膨脹係敷の大きな油力理ましいのである．しかし一方，温度により油の膨脹娩縮が大きいといわゆる『呼吸作用』なる現象が，必然的に大きくなるのは避けられない所である．　　　　　　　　　　　　　　　M　普通の構浩の難器では，負荷及び周園温度の鍵化により，油の温度が上昇して豊積が膨脹すると，タンク丙一の室氣を大氣中に吐き出し，次に温度が下つて油の陛積が減ると，タンク内へ大氣を吸込むようになつている．これを，饗璽器の『呼吸作用』と云い，負荷及び周園温度の愛化につれて毎日これを繰り謬えすが，この際新しい外氣を吸込むごとに，大氣中め酸素といくらかの潔氣1が，タンク内に入つて來て，この水分がタンク壁及び油面に凝結する・　水分と酸素ぱ慶堅器油の大敵で，・油に永分が入ると，験的繊殿下n’；1石蹴の寿・ジを野る・また塞氣中の酸素は，熱い油と化學作用を起して，油が濁つて來て，最悪の場合は，コイルや鐵心等に固蹟の沈澱物がたまつて來るようになる．こうなると，コイル表面からの博熱を悪くするばかりでなく，通路を挾めて油の循環を悪くし，また時には，これ等の瀕殿物が水分を吸牧して，暦間短絡，その他重大な故障を起す原因となるこ伊丹製作所山石原＝郎とさえある．　これを防ぐために，從來は外気吸入目に『イナーテヤコンパゥソド』と構する1特殊な銅の粉末と璽化カルシt・一ム及び炭素粉末等のガス吸牧剤を用い，タンク内に吸入される外氣中の酸素と潟氣等を，出來るだけ除去する方法が用いられた．この方法は，イナーテヤ’コンパウト、ンドの補充が面倒であり，鯉費もかさむ螂がある・あるいはまた，タソク上部の室隙に窒素ガスを封入し，油　・その他で密封しておき，こり塞隙を充分大きくとつて，油が膨脹牧縮しても愛璽器丙の塵力墜化がさほど大きくならないようにする方法等，種々の工夫が施されている1圖　奮命試駿中の窒素封入装置（241）　1：ミ．，｛’二1．1A鰺巨i（L9，『仁1卜1・・！−1ピ1∵［1．1トい1上ll・　�nd9“一・・∫．−i　・LTr「＝・r−一一一一一「T／S−　　一一丁ヨ「Jl，”♪bcチ2　　薗e9a　蜜蕾ボンベ　b　第一段第二段弁　c　第三段弁d操作弁i水銀調整器9聯成計h　高璽ゲ声ジ　f警報接勲用ターミナルでぎ躍’¶マ・駆�i←’三◆　　＝e’：元1照叩褒t（・・L三1　カ：，今回製作したものは，憂哩≡器上部の塞隙あるいはコ　VサーペPタに窒素ガX・を封入しておき，呼吸作用その　他の原因によりガスが減少して來たら，附属の窒素ボソ’ぺから自動的にこれを補給して，油が絶封に外氣と接鯛　しない構拳であつて，以下この方式について述べてみ，る．　2．構造及び作動　　．　　　　　　　　　’r　　1薗及び2圏に示したような外観を有し，下記の部晶　から構成されている．　　　　　　　　　　　　　　　’‘　　1・減塵蝶・2・水銀調整器3・操作、辮　　4・　鹸ケ：’ジ　　5．　聯　　成　　計　　6．　窒素ボンベ　　7・外箱及び配管　　外樹法は3剛の如く，高さ1700mm×巾370　mm　×奥行300mmの鐵板熔接製の外箱に牧め，これを緩衝・装置を介して，愛堅器のタンク側面め適宜な位置に取付　けるようになつている．　難器タンクは，既設の普通の構邊のものに殆んど改逡を施さず取付けられるが，窒素の滑費量を少くするに．2　（242）　は，窒素室容積を摺加させるため，コソサ”べ一タの容　積のやふ大きなものを取付けるか，あるいは別のコソサ　←べ’タを附設する事が望ましい．また難器油槽の上　部または側部の塞いたスペースをこの窒素室に利用すれ　ば憂塵器油を節約できて好都合の場合もある．　　　　、　　4間によりその作動の概略を述べる．先ずボソベから出た離窒素ガス（最高塵力150祈�p・）は第一段第＝　段減醗に入り，α5ゐ9畑π2まで減屋され1これが更に？第三段減塵蝶に入り，o・05ゐ9／�p2まで減塵されて，操作　蝶を経て懸器タソクの上部寄隙（あるいはコンサPべ“　一タ）へ流入する・タソク内の塵力が0．0鞠／《）m2なに　ると，減塵辣は自動的に閉ぢて窒素はボンベから流出し纂撫�f�l�g欝�fL竺夏鷺�d〆　になるまで以上の働作を繰返し行う．　　　　　　　．　　第二段麟の出口に丁接手があり，一方の口は操作　癬を経てタンク上部の窒素室に蓮絡しているが，これは　普段は操作辮の所で閉じられていて，タンク上部には通雌3　画　　蜜素封入装置外形薗三菱電機・VOL．23　NO．8・1949　　　　　　　　　　　1、ドt，1三ご環ヱ丁b■’x｝，一．・・・…　−1…．ご烈・1鯖ジてエさで・ご多1多1　　、　　4’圃　配　・管　　回じておらず，タンク丙のガスを急速に新らしい窒素で置換したい場合だけ操作辣を開いてタンクへ通じるようになつている．　　　　　　　，　水銀調整器は一種の安全蝶で，タンク丙の塵力が高く．、なり過ぎてタンクを損傷したり，あるいは高度の虞塞になつてパ埠ングの漏洩等のため，知らなL・間にrs氣をタンク丙1こ吸込んだりするめを防ぐためのものである．蹴孔はタソ柄のガスを新らし嘩素ガスと置撤．る時，あるいはタンク内のガスの酸素含有量を槍査する時等にのみ使用し，普段は固く閉じておく．t、　（a）減歴婚　5峰照・ボンベから出た高屡ガス｛ま第一段灘辮に入り，先ず「ちりこし」を通りこ▲で徴細な塵まで全部．とり去られるべのxasガスは第一段蜘潤�d・ている場合これを通つて第一室に入る．第一室に入つたガスの睡力が15kg！cntaになると，ガス堅が第一段ダイヤフラムを押す力が第一段調整護條の力に打克つからダイヤフラムと辮の間に間隙が生じ，辮は第一段辣登條に押されて自動的に閉じ・＊’ンベ内から第一室へのガスの流入は停止する．逆に第一室内のガス屋力が15kg！Ctn2以下になると，調整褒條の力が，ダイヤフラム及び排護條の力より？kきくなつて鍵を押し開き＄ボンベ内のガスは第一室丙鰯の窒素封入装置・岩原⊃の塵力のガスで浦たされている．o・5〆�oカまで減麿されたガスは・・イブを歓第三段減麟噂かれ，ひ硬に第三回磁麿を受け。．05hg！・m’まで下り蹴タ�Mへ流入する．すなわちタンク丙の塵力hSO．OSkg／an2　Ll上の場合は麟は常に閉じており，塵力がこれ以下に下つた場合に減眺は開いてボンベから窒素ガスを補給してやり，声ソペが空になるまで上の動作は繰返し行われる．・　　　’　第三麟を閉ぢている力は，第三段排護條の力と第二＾室内のガス塵力が第三段辮を押す力であるから，第二室内の屋力があまり高くなり過ぎると第三段排の動作が悪くなる懸念があるから，第二達には安整蝶をつけて輪室内の塵力があまb高くならないように．している．　　　＾　（b）　＊銀萌整器　6薗参賂水銀調整器はタンク内の塵力を一定範園に　　　　　　滅麿弁　第一段　第＝段馳ぎ葵　　　　｝e　　　　　ζ5箇　’減　　．藍弁　・一　　（243）　31’Sl・：i］ロリ］illlil］1r“1’li覧：蓼パ4呈コ，薄　♂’∫異i；1．望国鳶一fi謎ジ’｝ぞ慧』永鼠主入［］一水銀絞キ．ts：＿1＿）tL．大気中へ　　　　　　　　　　　　　大気中ヨリ1　　　　・．・　1蜜　　　　　　．∵　’÷：：’，一，タ刀圧卿・037κ％用巳暮途je’一・雀M油抜キ夕：ワ圧カーa7k9／c　ma　一　↑嚢　L気華�d．胃二鋤［16　『口　　　水　　銀‘q鴎　　整　　器33へ　t［1．＿lllit・・一庄1：　　↑・遵魂朽　　　　‘7　圖　操作弁．5保つための安全装置で，6圃のよ5な水銀入U字管で，片方の脚の蹴面積は他方の脚の蹴面積の約2倍にとつてある．タンク丙の堅力が0．37thg／em2になると窒素ガスは水銀桂を押し上げて大氣中に放出される・また装置に故障があるか，窒素Ptンベの空になつたのを取替えずに放置して，タンク内が虞塞になつて來た場合は一13�odgになると，大氣が水銀柱を押し下げてダソタ内へ侵入’しタンクのパツキソグ等が損傷するのを防ぐ．　（c）操作携畑のような瀧の三方蝶で，eeeceUt＝tliltTbl手からの口を閉じ，第三段入口からタンクヘガスが流れるようにしておく．タンク内の空氣を窒素で置換する場合，o・05kg　kg1Cm9め窒素ガスでは時間がか’sるからドこの　�d齢瞭識からの7L”を閉じ，第二段出・から・．5ky／’t�uの歴力の窒素ガスをタンク内へ洗入させる・3．安全装置・　1．ボンベ内の蜜素が消費されて空になつた場合　　ボソベ丙の塵力がタンク内の堅力と等しくなるまで，　’すなわちボゾペが完全に塞になるまでガスは流出するが　安全と補尭取替のために，ボソベ内の塵力thS　15kg／CmSま　で下ると歴力計の電氣撰貼が閉じて警報を護するからこ　の時はボシペを取替えねばそらぬ．　　　　　’　　2．タンク内の璽力が萬くなり過ぎた場合　　タンク丙の塵力が0・37kg／cmi　t：なると・水銀調整器か　ら麦ンク内の窒素ガスを大氣中に放出して塵力を下げる　それでもなお堅力が上昇するよ5な場合は，ゴ0．鋪g／（賜2’　になると聯成計の電氣接勤が閉じて警報を護するp；らこ　の場合は速かに織橡して故障の原因を除去する必要があ　　　　　　　）〜＿る・　　＆タンク内の璽力が低く一なつた場合　　　　、　　．　　　タンク内の塵力が低くなり過ぎるとパッキシグ部分等　　から知らぬ間に空気を吸込んでいる危瞼があるからピタ　　カ丙の麿力が一兄6迦互gになると聯成計の電氣接溜　　翻じて警報操する．・の時な轍置してお・X遷　　力が一13　en‘Hgになると水銀調整器から大氣を吸込ん　　でダンクのパツキソグ等が損傷するのは防ぐしかしr　　魅氣を吸込むとこれを完全に鍋丁の｝こ｛珪数th｛）b’　‘，　　るから，＾眞空になつて警報を褒した場合は速かに虜置ぜ　　ねばならぬ・　　・　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．保守と取扱い注意　．．　　　　．　　　　　三　　　1．取付けが完了したら蓮轄に入る前に全部のジヨイ　　ソト紛ら娠洩れ磁査L，なおパ・キングのemeと　　油その他に眺されていた畝の排出のため・鮒けて　　　　　　一　　Eeeme・VOL・�SNO・190P堅吉　・、＞1｝’一ブ8　　圖酸素定量器書ピロガロ三1ノレ・F罪卵口牢’欝∵ぎll璽鷲響璽　　　　　　［匂／から最初の一ケ月間は一遁間に一回宛位タンク内のガスの酸素含有量を8回のようなガス分析装置を用いて橡査する．酸素含有量は1％以下を理想とし3％以上になる、と，窒素封入の効果が激減するから注意を要する．なお時々ボンペ堅力を注意し，窒素の消費量があまりに烈しい時は各部の洩りを鐵橡してみる必要がある．　2．窒素の消費量は1タソク及び窒素室の大き’さ，饗塵器負荷の愛化状態等により一一定しないから一概には云えないが，今までの超雛によると，窒Pt　7・5　kg入りのボンペ1本で大豊牛年ないし2年の使用に耐える，5結　言’本装置は既設の古い憂堅器に簡軍に加工取付けする事4鰹器の窒素封入装置．岩原・　　コ．　　・’，�d部’1　　　　　　ひ　　ヘヘドぎロ　　．、’・＼．嚢　　　　　　　二　　　　　　　’J．‘が出來，この方法を探ると，タンク内ボ全然入って來ないから，油は濁つたたりせず，從つて油の濾過補給の手間保守費用の最も大きな部分が節約され活性ガスであるから，萬二の故障の場も，普通の構造の懸器に比ぺて遙か却効果ぷ使用申減少しないから，コイVVや鐵心の温度上　　，i’；鎌雛竃鷹雛蕊i謙本豊及び油の壽命が永くなり，從來の5のの油の潟耗代　　口に比して諜の翻嚥敵き躍である’　　　瀦．　　　　　　　　　　，　’譲　　　　　　　　　　　　　　　　　　’t（郷噸週「一一一’一凸一ニー＝・＝．一一〒一r＝一一ニー・一＝一’一”E’一一＝二一一一r’＝”一ご一層『　一∵　一一一一←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’lFL　一一・Wパルス式線路障害探62元9違卜　　’　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　”tr：　　　Echo−］�qgin9法にょる績路障害探知の原理と特長を簡箪t　atべ，今回開登さ・　　　れた」m−t型線路障害探知機にOいてその特長，主要諸元，性能なら．，　　びに試駿桔果の一例を護表した・試駿は秦空遍信線，無装荷市外；　ケープル及嬬醗瓢について行つたものである’　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊噛作所　樫　　本　　俊　　彌i｝　　　　　　J�b1・緒　言　　　　　　　　　’［一探塁灘；競▲灘鑑�f竺灘：i響漂竺雲�nご：瓢蕊欝t’　方法が用いられて來たが，何れも測定がかなり面倒でか’；　つ測定線杯嘩であり，障害飾の蜘・esす硝il力なならびに経費は少くなく，しカ・も遜な購のzaec［　　が第＿義的に考えられる線路保守關係においては迅速的［じ　確な障害箇所の検出に勤する要望は切實なものがある．　　“　　　しかるに障害悪で反射現象のある事を利用し7，Radar峰簿議驚《難竃醗　　れている事が認められて來た．この方式の特長は　　　（1）測定が簡軍で迅速に出來る・L　（2）障醐までの距離が正確酬定出來る・　　　（3）箇線，短絡，地氣，絶縁低下，混線等殆どすべ　　　　　ての種類の障害を封象とする事が出來，かつ障害　　　　　の種類を一見して到定し得る．　’　　　（4）線路の状態が一見して判る．i　（5＞殻生し勧止んだりする嚇も探知出來る！；、．　等であb，從來の障害探知に封し劃期的な方法であると　　言｝事ができる．　　　　’　　　　　　　　　t�c　　我々は各方面｝Ccこの方式による障害探知装置が要望さ　　れている事を知り，昨年來實用機の開護に着手し最近漸　　く製品FL−1型を完成したので滋にその概要と試験結　　果の一部を褒表する次第であるX　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　・ilLトギ：1｝『Ii．li，『2，原理2・1距離測定　測距の原理は既に周知で述べるまでもないが，簡軍に説明すると吹の通りである．1圖はこの方式の原理を示・6　（246）t’1園一→時向．2　　　回轡、N　　　　　　　　　’3　　回　　　　　　　　　L．す構成圖である．2■に示す如く幅π（普通敷マイクロ秒）なるパルスを適當な周期Tで線路へ登射すると，その　　’線路に固有の速度で（架塞線の場合は殆ど光速，ケーブルでは（0．5〜0．8）×光速の程度）線路を進行して行くが線路インピーグンスが急愛している箇所（障害箇所等）　　　　　　　三菱電機・VOL．　23　NO．　8■1949tノ》　　�`　，好’・1±邑、．�_r寸二一凶一Ni！s入　　1N「　、牢＝・　・ひ輪II・・ア’・＾⊂　’ぼぞw’�iヨ野一三ぎ∵一・・∵’・　　　も　　　　　　へB顯では一部は反射され測定錨Aの方へ蹄つて來る・この反射波を反射したパルス（直接波）と共に受信増幅し，これを周期丁に同期せしめた時間軸を有するブラゥシ管の縦軸に加えると，例えば3圓の棲な映像が得られる．3晒でa．b間を掃引するに要した時間はパルス波が線路の　’A写間を往復するのに要した時間であるから，この時間とその線路における傳播速度を測定すれば，測定部Aより障害酷Bまでの距離は直ちに求められるわけである．22鰭と友射現象　進行波が線路を進行する場合にインピーダンスの不整殼で反射が起る事は既に古くからよく知られている現象・であるが，障害と反射波と鋼係を知つて置く事は本方式によつて障害を探知するに當つて極めて重要である・4■｝こおいてZi，　Z2を線路のサージイソピーダンスまたは集中インピーダソスとすれば，接織賂Aに向つてZ1線路より進行して來た電堅波に封する反射係戴mは次式で輿えられる．　　　tha　＿　　v2　　＿　Zza−Zim＝　　　Vl　　zコ十z2→Zt透過A’“““一一’＿．　　Z2　1“’2t　反射A4圖ち遵　こSに巧，VzはそれぞれA顯における進入波ど反射波の電塵を表わす・よつてZ1，　Z2が純抵抗である場合にはmも實敷となり，．Z，の0〜Nの憂化に封しmは一1〜＋1の間に饗化する．Z2＞Zlではm＞oすなわち反射波は進入波と同極性，Za＜Z，では仇くoすなわち反射波は進入波と反封極性となる．　　　　　　’」　これを障害の種類と封懸させると断臨撒不良等｛お広＞Ziの場合に，短絡，絶襟低下，地氣，混線等はZ2くZ1の場合に相當し，これ等の場合に得られるブラウン管上の映像はそれぞれ5凹（a）（b）の如くなる．　　．　またインピーダンス饗化が大きい程mの絶綱が大きくなり強い反射が現われる．これ等の性質によ，りブラゥン管に現われる映像から障害の種類あるいは程度を容易に判定する事が出來るのである・FL−1型パスル式線路障害探知機・樫本例えば断線の場舎　　　（a）　　　　　　　　5一≡≒　　；’…　il・n画例えば短絡の場合　　　（b）一］’葛三　竃元，、！・，　11」綱あぷ�Mアク＿分を有、，ア、，．ヨ　タソスの不整がある場合には反射波の波形はやや面倒に・　　きな…酬・言つて一臓酬た轍形］　2なることが計算されている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きは曇�f2灘購膳禁麗貧�f蓉］があ・齢麟・障鞠・の蹴鰯・線路の減】衰が小さい場合には障害誤と探知機の間を反射波が何回　も往復し，一つの障害』貼の反射波がブラウン管上に幾つ　・、　も現われる・　　6圓において　　　ZS＝探知機出力インピーダンス　　　ZR　＝wa害籍のインピーダソス．　　　　Zo＝線路¢）特性インピーダンス　とすると，Zs，Zo，Znの大きさの闘係により，この、？・’§31　　　　　　　　　6　　薗　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　、fl場合に生ずる逐次反射波の極性は上述した虜により7麗・　’：bに示す如くなる事踏易｝・醐できよう障害探知・當’�c�f耀；；�c5難翼該誌忌亘7N（・）fO）の如く第2回峻の反轍を容易醐す�_；事ができる．　　　：＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ー般に障害のない線路においZ（も分麟，接績1，大地の不整，撚架あるいは一部分に特性の異つた線路の使’用等によりかなり複雑な反射波形が現われることが多い　、filが，斯る場合には障害のない時の映像を模鳶または撮影：により記録して置き，障害時の映緻と比較すれば容易に　’障害鮎を見付ける事ができる．　　　　　　　　　　　　　］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（247）　7　　　　　　“．‘ス1�堰f　」び．・野、影し、｝L　　（。）Pゴー臣　．しωふ　　　，［1曇、ひ　　レε、i＿yr7三ぽ←∴“Z9＝Zo　ZR＞Zo（b）　〃ZR〈ZoZs＞Zo　ZR＞Zo（d）　〃ZP＜Zo（e）　Zs＜Zo　ZR＞Zo（f）　sZRくZo7゜−T；＝’IPt・｛r．’v“FTfift　∀T’こ∫一、∵干．箇1・、3．　FL＿1．wの鞭、；　a憤計方針・特長t　．　FL−1型の設計に當つては，爽の鮎を考慮した・1　　　　（1）　測距の確度を出來るだけ上げる事：・…・本機固有の　　　　　誤差を出來るだけ小さくしかつ讃取精度を上げて測距　　　　　確度を上げる事に努めた．本機の測距方式については『　　　後聾する・　　　　（2）可搬式である事一これは種々試瞼の結果一般に！1　、1二二璽撚惣�l�f�f叢；：慕i・熟鷲叢欝麗灘誌：　　　　　highgm　l球の使用が望ましいが遣憾ながら標準品種と　　　　　して製作されていないため6C6を使用した・またプ　　　　　ラゥソ管は映像を見易くするため容積，重量を犠牲に　　　　　して120mmを使用した・　　　　（4）取扱を出來るだけ簡軍にする事…・・熟練者でなく　　　　　ても取扱える様に調整箇所を出來るだけ少くし，次の　　　　　8箇所に纏めた・『：．s｝！〜．ξ・1二一趣悪調整焦鮎調整上下調整左右調整距離範園切換時間軸振幅調整利得調整距離計　　　一　距離計の構造には工夫を凝らし，起悪調整等を不要な　らしめる様にした．その結果本機の操作は普通のブラ　ゥン管オツシロスコバプの取扱いと同程度あるいはそ、　れ以下となつている・（5）距離範圏を切換え得る様にする事……試験の紺果8　（248）’、f　　穴三“ペミ’「”三糎で・三β　少くとも2−rangeにする事が使用上便利であり，構　造の複雑化を厭わず2−rangeとし最初のものは測定　範園を30kmと150haとを切換え得る様にした．（6）整合器を附島せしめる事・・試瞼の結果より逐弐　反射の阻止の必要な場合を考慮して，整合器を附周せ一　しめた・整合器はそれよりも寧ろ測定を迅速な駕しめ　るため障害の種類に臆じ線路接績の切換えを迅速にす　　　　　　　　　　N　ることを目的としている．（7）窟眞撮影を考慮する事…・このためにX線用ライ　カ版窩眞機を簡阜に取付け得る様，フードならびにア　ダプターを設計附属せしめた．（8）電源電塵の愛動に膳じ得る事…このためには廣　噛園に纏し得る駆纏瞬附融しめた・　ノ　8圏〜11固は本機の外観ならびに丙部を示す・3・2諸元特性　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　へ　本機の主要諸元は弐の通りである・8冬口ノ9圖三三≡菱電機・VOL．　23　NO．　8・1949咋◆、でジc一三かひ・：「1−lrT’丁叩こでマニ・　　三⌒丁一「一「一「r？fで゜’＝一＝／　／A”口　‘←　�STt−”市’r；n　”“’°　　／／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T／ド　’””1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　」擁に霞嚇鐸顯犠　　　測定範園　　　繰返周波数＼、、　　）〈’レズ幅　　　讃取精度　　　確　　度＼　、　’♪輿ギ、繍　ヌ．　�b、難1Σ醸蕊騒　巨・’蟻　　　・い凌第蒙�nこ．ぷ。St　　�c’宍　　　10　　口　130krn及び1ら0�q（憂更可能）5000・e／8及び1000　e！s−1．5ないし2．0μ8111500　　　　　　　　　．線路の特性により饗るが150jbm　rangeで最大±50em　Ll下30�q　〃　　〃　±100m以下　　　　　　　　11’　　圖時　間　軸　　直線時間軸出力イソピーダンス’1000皇　　整合器　出力インピt−’ダンスを700Ω似下の線路　　　　　に整合せしめ得ると共に障害の種類に隈　　　　　　じ迅速に接績を饗更し得る如くした．　　　　　70〜1mOV及び160〜260Vの電源電璽　　　　　に縢じ得る・　　●　　　　　t、　　　　　　　−　f　パ6ルスノ陪生面路　　　■繊KX．s。lt−一一一一暦Lr−1型パルス式線路障害探知機・樫本　　’s12回3XUZ−6［6t　　’，’．v］・う　f．1パヨ］’1E’　・：、ヨ、§�Cメ＿三9。螢冨�i�d待’�nr≡声日　’＝・LErE、・ξ　’重ぶ　寸　三巨’’覧量．法3．3回路方式・　，野二r・璽叉ぞ言二≒二三一琴云7大饅47　kg　　整合器　1・3　ks　一電塵調整器10．5砲．く’本　　　　　　目豊　　450mm　×　S50men×550�o整合器200�o×140�o×75�o冒遮調整器　　200mm×270�q×210，nm　12薗は本器の回路方式を示す．使用眞空管は　　tt，，UZ−6σ6…　11本　　UY−　76…　2本　　KX−−ee…　2本．　UZ−42…2本　uy−807…1本88E−120θ…1本である・34測距方式、　　　　　　　　　　　・　精度ならびに使用上の便利さを考え工作上の不利を忍んでゴニオ型移相器を探用した．本機のゴニオ型移相器は東北大學通信研究所石田教授の職時中の貴重な研究結果に基き設計したもので，工作ならびに回路調整による誤差以外は原理的に誤差を生じない権告になつており精密主作と正しい回路調整により誤差を極めて小になし得るもrpであe　13圖｛讃測誤紬線で150〃・n9・・30kM　　　　　　　　　　　　　　　　　ロお爾預‖定範園共誤差をま駄±10　（士2．8×10　　）　以丙bこ樂に入つてLI・る．．ゴニオ型移相器の使用により距離範園を切換えても％誤差は一定となし得るのであつて，例えば最大誤差は30�qrangeでは15Qim　rangeの場合の1／5�n’1�k三六F言｝で17了烹＝三＝六�nア三宇ぎfi911、　　　　　　　　　　　　’ω規準14　　口．心）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　距離計はパルスの傳播速度を光速『（30Qm∫μs）として目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛つてあるカこら・測距に當つては各線路に？いて傳播速　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度を測定し較正する要がある．この較正は供試線路の既　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、知長を用い入工障害（例えば断線，短絡等）を作つて上・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　述の如く測定し，その場合の實長を勾伽，距離計の讃．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みを鋤とすれぽ較正係戴ほL°！Lとなり爾後はその線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　路について得られた讃取値にこれを乗ずれぽよいe．であ『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る・ド’　　　　　　　　　　　　　　　　　　實際問題としては蹴の聾が正陶渕らぬ胎力渉1・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，電桂間隔の和を線路長としているのが通例であり，｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また急峻な過渡現象に凱實際の線鋤撫歪條件を充さtJl．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬために茸る反waの・・ild’・p・｝・基　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種線が混用されている等，實除の線路で　　”　’le’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45隻　4　FL−1型による試験結果の一例・　　　　卜一トー一一十’・一十一一一’一一斗一一4；B　　　t　　　　　o与r4　4872　s6　izo　t441s81922｝6240164　zo8　3iZ」j53se　　　　本年7月日護小曾根褒電所において架［　　準線に一致する様に距離を調整し・この状態で距離計の　　4．1架空鋤信線路t”．　葭みを零に合せる（14圖（a））・衣に距離計を更に廻して　　　115薗は大廣＃1線（Zo＝6002）においで姫路（距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ’　　　目標反射波の左端が規準線に一致する歳で距離計の目盛　　90，761k，n）にて爾線開放し，150km　rangeにて線間を　　　を讃取ればよい（14圃（b）1．．　15CVtin　rangeでは最小目盛　　測定せるものである．この場合距離計の讃収値は9L2勧6　　　は11�q，30im　rangeでは同じく200m　・であつて’バ輌二’　　であり，較正係敷は0．98ら，傳播tS度　Uo〒295・5m／vsと　　　ヤ目盛でそれぞれそめ1／面二まで正確に讃取る事ができ　　なる・この線路は小曾根一伊丹（15・712km）間で短いケー　　　る．　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プルが虜々に入つているため，直接波のすぐ右側に強い（｜59rk目盛）f500t250　一　一　一・．　　　’一　・．一今−、　　　一一・一フ　　−、A一、一’＜zs8’・一：’一一一　一一伽（3Difm冒盛）’’、一宇Io■5け　　0・58’一・1了’．［’　、　　−rA−・一・一一・一一・　　Aプ日o；（巨を　、いXo�戟ji　ti’．．lil．i王‖・る三≡菱電機●VOL．23ρNO．891949解聯嘩一三じ”t　：　�`　　　　　　．　　　　　　　1　　＝＿　　・　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼s！1ガ四16　圃17四18　回声、．壽f汀↓　　　　　　Ktm伊丹（15、7｝2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　反射か多数出ており，このケーブルによる反射のため，’　　姫路からの反射が弱い・獲画は30�qrangeに切換え伊「’　丹までの部分を見透したものであつて，測定は一線大地　　間である．17間は伊丹において地氣したもの，18凪は　　伊丹において飾磨＃3線を混線したものである．架塞線　　の場合完全な灘泉き地氣，混線等であれば150加まで　　は十分な感度で探知できた・たL“し地氣の場合は60．／s　　’の誘導，搬塗回線よりの誘導等のため若干反射波形が不三　　明瞭となる場合があるが，100imの距離において線路　　のインピーダンス饗化が±30％程度あれば充分探知可能　　であつた．　　　・　　　　　　　’　　・　　4．2市外ケープル　　　　　　〆　　　小曾根饗電所近畿支店間（8，400�q）24綱装荷クワ　　ツドケーブル（Zo・＝2009）につき試瞼を行つた，　tg回　　IX　＃　23番線で近畿支店にて開放した時の窩眞である・距　　離8、400伽に封し距離計讃取値は11・74�qであつて較　　正係敷は0．715，傳播速度は2・214・5m／μAとなる・20四　　FL−1型tくルス式線路障害探知機・樫本　　　d↑1地ケ“7’ル気　　一惜．．a　　　伊丹　　　　　　↓n　混ケづル線、含　　L全　9’全　　ks／●’’・■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r’s灘霞懸�l蕊議♪欝遼　二1　・絡した場合，22口は線間6002で短絡した場合を心線　間にて測定したものであつて，前者は負反射，後者は正　反射となつている．他の心線においても測定を行つたが　　tfj　途中接績箇所の良否等により，相當線路特性の饗化が認　められた．23口は＃15線の鴬眞で條件は、tg回の場合　と同様である繊路の特性ぱ23線に比し賭である．　二　大鰻20加程度までの勘線，地氣，短絡，、混線等は探知、可能であり，10�q位の距離において線路のインピーダ　　♪　ンスが20〜30％憂化すれげ充分探知できた．　　　　　−　4．3’逡　　電＼」瞭　　邊電線においては生きている場合はもち論蓬電休止　の線路においても同es塔の他回線が生きている時には醜により，大地醐しては鵬の電塵樋生している　からパルスを法出するには適當な結合蓄電器とdrainage　coilを必要とするが，24口に示す如く結合1蓄電器とし　　　　　　　　　　　　　　　：　　　（251）　11　　　・ヨ　　　書　　　．｛　　’．：r〆　　　Ji　　　　：L卜卜ζ、z−　1∫匂て0．5μFdrainagecoilどして1Hのチヨe・　Bを用い測定を行つた．本試瞼においては邊電休止中の奮立花支線（＃2）3相一回線（距離6，587km）を折返し軍線として用いたが，誘導電塵は最高950V程度であつた・25■は架線配置を宗す．26圃は塚口にて接地した場合であつて，實長6，581勧に封し距離計讃収値は6・68加であり，較正係敷は0．986である．なお第二回目の反射が認められるが，整合器によりこの反射を無くしたものが27間である．　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　イ　28口は塚口において1002の抵抗で接地，29罰は同じくlk2の抵抗で接地したものであつて，前者は負反i一tg回20　圖21園22　回23　画w「t案ザ，、曽根　↓乏店↓⊥吟一1　　　　　故↓乏店ナ短絡’　↓詩」ま店↓f纐知桟・⇔24aStgF線路圃、25回　　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射，後者は正反射を示している．　30田は塚口にて下線と中線とを接績して折返し更に小曾根で中線と上線を接績し塚口にて上線を接地したものであつて，各接績鮎における反射が明瞭に出ている．　長距離線路に勤する試瞼は適當な線路がないため蜜施出來なかつたが，架室通信線と同様の探知能力があるものと推定される．5．結言boen短縄　　　へH　　、・禽　以上FL−1型線路障害探知機の原理，構造，性能，試験結果につき述べた添，現在までに試験した線路は架空通信線，市外ケープル，架2＄X電線であつてこれ等の線路に封しては各種の障害に封し十分實用し得る確信を得た・また近く機會を得て電力tr　・一プルに封しても試験を行いたいと考えている・　’　！Cルス式障害探知法に關しては反射波のduild　upの問題等今后研究すべき賂も少くないが，この種方式の障、害探知機の實用は線路の保守に劃期的な成果をもたらすものと信ずる．　　　　　　　　　　一　摘筆するに當り移相器につき貴重な研究成果を快く御　　　　　　　　　　へ教示頂いた東北大學通信研究所石田教授に深謝すると共・に本機開護に當つて種々御教示御援助を賜つた門司鐵道局藤田技官，大阪鐵道局寺井技官ならびに日薮畿支店の關係各位に深甚なる謝意を表する次第である．12（252）三菱電機●VOL．23　NO．8●1949ピ／●岬工・野へm71∀…；es’，’．g｛’w’でピご1：で’『幽三三5N＝馳二’マ’�n．で晒幽∵∨・　　　づ〆1　ρゴs�`三で1三へ埠二．v1『・　”…tS　　　　　　　　　ペ’〉　　ピ晶　　　　　　　　　　　　，’t：（’26　回27　薗28　圖e●）lneAR　第二画　↓塚ロ反射　　　6曝誘導アリ士也　　＼気　　’／1塚gli　ri回t小曽根　⇔一■声■tU・NFVMnv　σ一一一一ロー一一■工L’J全碧上で　　地　　気／ふ・．k↓塚第二回　　↓　1．●、．パ：〕．】ll29　圖イ30　画ξ齪L−1型パルス式線路障害探知機・樫本匂気fi塚小塚揃・折地返返気臭臭．ノ’　　　　　　　　　il］、　’“：＃”・　　9　　「：9』讃一17］：・《11］」　，1＾’」　　　”1．］ヘ　　　　　　　　　　ロ（253）　13ドド1’［：’r；一ド●電tl動一機kP；トへ［、1「　　1．緒1．1へぎs−．．章・、tド≧1−ls∴1：”：�n巨、�a裏Lt；1！　　’1�dLt・一ト苧三b，s蔓，，操作tS順序昭和23年8月開護に着手Lた電動機操作順序開閉器は昭和24年3月製作を亮成L，小田急電繊，近畿日鐵雨杜に納入，電車に取付け現車試験も亮了したので，新製品の紹介，試験結果及び從來の電磁空氣式．・　　　　　　　”順序開閉器と比絞して性能を樹討した結果を報告する．　　　　　　　　　　　．　　s　　　　　　願製作所　一松、官　電車の自動加速（または自動減速）制御方式で，電塞式軍位スイツチまたは電磁接胸器の開閉順序を掌る順序開閉器を回轄さぜるのに，從來は電磁弁を使用したいわゆる電磁塞氣式を探用していたが，’最近電車の高速度化’乗心地の改善のために多段式の制御が必要となつたQでこれを小型電動機を使用したいわゆる電動式に改良してその起動，停止を迅速確實にしたものである．《　この電動機操作順序開閉器は既に小田急電鐵に10輔分を納入し，近畿日鐵曾赴（大阪線）に試作品1輔分を納入して，現車試験も好成績を牧めたご　こふに薪製品の紹介，試験結果及び從來の電磁塞氣式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇E　　　　　　　　　　　　　　　　　操作電動機、軸緒手＼14　’（　254）・ご三’；EA；＝’1：二三一τ’：F”で�_〒可開、　　　ノ　621，　337．　2閉　　器田：　新順序開閉器と比較しての姓能について報告する．2．製品の概略　　　一市　電動機操作（以下電動式と書く）の外形は1固に示す　t”通りであつて，操作電動機〉歯車箱，ドラム，接鰯指，一’接胸指毫及びこれらを取付けた取付藁から成り，重量は34kgである。　　　　　　　　〜　　　　　へ”　　　　　　　　ぼ　操作電動機は小型の15分の1HP（直流100V，1・　A’1700r拠，分巻，1／4時間定格）であつて，ウオームギヤ2段で減速し・樹車比は84：1である．、歯車箱にはこの2組のウオ・’・Aギヤを牧め，牛可焼軸縫手を介して電動機と直結したウオーみの一一tsの軸受には遥一ルベアリ’ソグを使用し，その他の軸受には住友電工製のナイlt・V　　　　　　　　　スベアリングを使用して1軸受摩1〆ロ接蔓歯違箱・　　擦を減ずると共に，給油の手藪を　　　省いた・また繊，手入れに便利　　　なように大きい蓋を設けたS上方　　　にはグリスを塵入するグリスキヤ　　　ツプを備えている・　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　ドラムt接鯛指及び接鯛指璽は　　　從來の電磁塞氣式のものど同様でイ　　あるが，ノツチが増した闘係上ド　　　ラム及び接鯛指璽は幾分長い．　　　2圓，3岡はこの順序開閉器を取　　付けた小田急電鐵向の主制御器箱・　　、　　の爾側を示す．一方には順序］開閉　　器，ノツチング縫電器，主電動機　　、　　開放器を備え，．他方には逆韓器限・’　　流縫電器，短絡纏電器を備える．こ　　の中の短絡纏電器は操作電動機の　　電機子電流を開閉するものであつ　　　　　　　　　　　　　　　　　1＼　　て，その性能は特に重要である．　　性能については後に述べる・　　　　　へ　　　この制御方式の特長としてet，．三X・see．V。L．23　N。．8．、9，¶ぎで禁畢栗�n竺�n警二�n饗i｝：�n：≡で�nピニ寧警牢響∴誓浮照　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　’■、ノツチグン笹電器主t勧機開放器・‘”順序開閉器＼2’圖〆　　　　　　　　　　　　　　t　　　，1．主回路の開閉は電室鵡位ス5．ツチで行うから，主　　　　’回路電流開閉の動作は確實安全である．　　　2．カム軸接鯛器に比し遙かに小型の順序開閉器ドラ　　　・ムを回轄するだけであるから，操作用電動機は小容量　　　　のものでよい．從つて從來の電磁塞氣式を電動式に改　　　　良しても・，電動護電機の容量は十分であつて愛更する　　　　必要はない・　　　3．接鯛指接鯛堅力が各ノヅチにおいて干均しているの　　　　で，各ノヅチの起動停止が均一である．　　　4．操作電動機が小容量であるために，電機子電流を開　　　　閉する短絡綱電器も箪軍な小型のものでよい．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9−　　　5．所要回轄力が小さいのでドラムの超軌停止が迅速　　　一確實である．從つて多段式制御方式に適當でb，る．∠　　6�d電磁塞氣式と同じ場所に牧まり・重量は輕減される　　　7；操作電動機，ドラム等各別Rに取外すごとが出來て　　　　瓢徐，手入れは殊に便利である．　　　．　　’　　’5．試験方法　　　4■が實験に使用した装置のつなぎであつ℃順序開　　閉器の他にノツチング押釦とノヅチング縫電器を使用し　　た．電動式ではその主要部分は操作電動機と短絡纏電器　　であり，電磁空氣式ではオンバルブとオブバルブである・　　　十と一に直流操作電塵を加え，ノツチソグ押釦を押せ　　ばドラムは回轄し始め，17接鯛指が17．接鯛片を離れe　　　ふ・逆韓器3四短絡階電器’、　　　　’1、　　“　．・k一・．ヨ　　　　1　　　　；　　、．1　　　菖　　　］　　　弓’・増　　　　　．’−S　　　・　．　；／’”；t　　　　・宙．・辺　　　　　　メノでると操僑動勧電機子噛絡されて験綱，、かかり　当聯灘二：欝籔二∵’樋　　　　　　　　　　　　　　　　　　（255）1511書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一�n：量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剥［一・「ご一　TC−T．1／　　1’　：’t”　　　　・管験は工壕試験であつて使用筑洗電游は6Cebであるご　　　　∴1．オツシログラフによる動作時間と電流の測定　　　　　オツシログラフ撮影箇所は電動機電機子電流，17回路　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　，電流，13回路電流である．’　　　　　電動式では操作電塵を婆化し∋また電動機電機子直列　’　　　3●5kg！p跡2で實験した．　　　　、　また電動式のときにはノツチを刻まな�_・臨すなわち　　　　　短絡纏電器コイルを常時煽磁して電動機を蓮績蓮轄した　　　　時のドラムの1回轄所要時間を測定した．［竺r、lt’ギ！1：．11卜lE髭［．セ［．tl、4．試翰結果1．動昨時間と電流測定ア・電動式順序開閉器　4間のつなぎによつて測定したオヅシログラムが6〜ξり鞭5　圏　　滑　り　角　度、で「i一ワ〜アこ1：7−・・三三・で汀一一煕ミ∵．�n、9圓である．6圓は小田急電鐵向，7〜9■は近畿日鐵向試作品であつて何れも7→8ノツチの間を測定した・繋：野讐更繋隠繰講叢慧’恒1路電流及び13回路電流を撮影した．そしてその時の回路條件，すなわち鞠作電堅疏と電機子車列抵抗rを“圃に明記した．　4圖を参照して6圃各鵠の意昧を説明すれば，ノヅチング押釦を押せばA鼎で短絡纏電器の鰯磁が始まり，B’　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘト識で電動機が起動し始め，ドラムが回轄してσ雛で17接鯛指が17接鯛片に達する・H部で短絡縫電器の働磁が17回路に切b，paり，　D［twでこれが切れる．電機子回路の電源は刀惑で完全に絶たれ，F錨で電機子は短絡されて電氣制動が始まる．ドラムはθ酷において停止する　／この一つのノツチの各部の動作時間を表示すれぽ，1表のようになる・イ．電磁塞氣式順序開閉器＼　10圓（a）（b）にオツシログラムの一例を示す・この順『序開閉器は10ソヅチのものであつて，各ノツチの13回路と17回路電流を圓示した．オツシ7グラァのフイルム長さに制限されて全ノツチを二つに分けて10■（a）を前4Pxt（b）を後牛とした・　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ2．滑IJ角度測定　　　、　　　　　　　、　　　L：　4圓のつなぎによつて各ノツチの滑り角rr’x°を實測．Lたのが2表である．電磁塞氣式はノヅチ進めで6秒に‘調整してあり，電動式ではドラム1回轄所要時間4〜5・6秒のものである．電動式の時は短絡纏電器の調整によつ　　つて滑り角度をある程度憂えることができる・　　　　．　　“3．操作電動機温度上昇測定　念のため操作電動機線輪の温度上昇を抵抗法によつて測定した繍電機子線輪は2　Z，　50分通電した温度上昇c　　〜　　1■1，r　　　　　　’　　　　そ，　　　　　．　　　　　竃←●プ　　2石灘電蝋電戯穐流一◎Eoθ86〜’oc17回蝿流卜「2・許6・曾Y0・6N●　　　　　　　　　　　　　　、Llド　’tL　　　　16　（256）L6　固　　小田急電鎖向　Et＝100V，　r＝09●三菱電機・VOL．　23　NO．8・1949’］・1・　！i・：・・1：．ぶ一�iTγ堅�n’�k享苧⊆・：・研で゜�k�iで1：噺：芦’三�i響竺で叉一�k�n、　　，　　　　　　　　　　⇔　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　＼mv　．，　　；　　　　4−・”t　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　●一　　　　＿　　　　　　一’　　　ぺ・13回顯覧流．　　　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　．　　　　　　　　　　　，　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　、　　　　．　　　．　　　三　　　　　　　矯　　　　　　　　　　’　　　’”F　　．t／　’！一「：著　　　’」　ご：・’・・　、・コ　　　　　∵；’・，＼ヤ1号7　圓　　近畿日鐵向　　　Et＝97V，　r＝02｝．　　　e　　　　　　l　　　　　w辛　　　　　←＿R　　櫓†　　　　　宛ト＿6・。∵寸危三‖、　　　りr一一き一♂・4111ワ�D＿ほ国醜流　　デ，ヨi，　’z’（1・へ　　�d’一＿＿2．8　固　　近畿日繊向EI＝97V，　r＝49』2’已8当げ叉　�n　、�h←t、‘流マひ　Σ軍ヤ・＿一ヨlL・’6・3叩L・e’tt・？s一●’7回荒・’ノ1珀路を瀧●9　口　　近畿日鐵向　　　Et＝100V，　r＝98Ω　1表　・ノツ．・チ刻み動作時間　　　・・、納　　　入　　　先小田急電鐵向’　　　　近　，幾．　日　　鐵　『向’操　　作　　電　　麿　V100　　　　　　　　　　”＝　＿已’−　　　97鰯騨’97100操作電動機電機子直列抵抗　Ω　　　−幽0魑　　、．総‘〔〇一4998ドラム1回轄所要時間・e・，翻　2．823．52、δ◆　　　　吟　　4．60　　　　　　　　　　　　　　　　　可AB短絡纒電器の死時間〜6　　　　　　　　　　〆、5．86．36令3．CD．17“接腸片通過時間〜68：164　．、　　　　　　’8．4，　　11．25DE轡雛罐§〜2．5　　　　　92．5．　　　　　　　　　、3　　　　　、，’33EF接顯の移動時間S’，・0．6　　　　　　　　　　　　　　■1，0．70．5’FG制　動　時　間、〜　　　　　　　　　　　　　　　工，　　2．63．5　’（3め、2�堰@　←電動機操作順序開閉器，細馴、　　　　　．尋　●，T　　　　　　董　　　　　’ぐ§　　　　　’、1　　　　　　“1　　　　　，”⊃‘　　　　　，　二（部7）・7∴元　　　　　　　藁　　　　　、』　　　　　．’こ』‘「「i’后司ぞ7−：ニー一こ二8・1ヤ7t’今G”v＋5　，v←→4！”4，，，；32’：�k’■工が戸・＝　＝：ττ1’、’Is3ぱ＼バ　31u試†42〜Is43vぺ1510　画　（a）　　電磁空氣式49”’ノ5　　35NaOOγ，　5kg／cml9＿RsN、≒？st？ヴ争’”’f8’ツ今7P　一／　e’ヅチLIi，　t10　回　（b）同26°σ（室温10℃）、，界磁線輪は90V，1時間40分通電して温度上昇33°C（室温1y°σ）であつた・”5電動式と電磁空氣式との性能比較ピドに�nξ、覧覧瞥ご・t・　L17接鯛片通過速度　　　　　　　　　　　　　　　’　　オツシログラムから各ノツチ間の通過速度を　a　　（17接鯛片の角度）÷（17接鯛片通過時間es）　で算出したのが3表である．同表では回路條件として電　動式では操作電塵，電機子直列抵抗9，ドラム1回轄所　要時聞secを示し，電磁塞氣式では操作電睡，室氣堅力ゐ9／�S呈を示した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　3、表を圖示すれば11画のようになる．これによれば　電磁空氣式は氣筒内のピストソQ位置によつてその速度に糖の差蓮が勒端に1→2！’vチの速脇連・．一ごれに反し電動式ではほS・一一定している．3表の1回轄　所要時間は電動式では3．52秒，電磁室氣式では6秒で　　　　　　　　　　　　　　　　2表　滑　0上あるので各ノッチの速度自彊は比較できないので7〜9田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　咋から各々の17接鯛片通過速度を算出すれぽ2．82，3．52’・4．6秒のドラム1．回轄所要時間に封する通過速度がそれぞれ2．05，1．49，1．11ee／‘Neとなる．これを11回に求めて1回轄6秒の識を想像すれぽ大瞠電磁空氣式と同じ速度となる．　　　　　　　　　　”　　　　　　　“　從つて17接鯛片の通過速度に闘しては各ノツチにおいて電磁塞氣式は均一でないことが電動式に劣つている1．起動時間　’　　　　　　　、　短絡纏電器またはオヲバルブコイルに電流が流れ始め一てからドラムが回鱒して17接鯛指が17接鯛片に達するまでの時間を起動時間としtNで表わす．．この時間．一は各ノツチにおける接鰯指の停止位置と次の接燭片との距離によつて幾分異るがこれは無覗する．　　　　・　電動式め時，短絡縫電器を醐してから電機子電流が流れ始めるまでをtlSAvとし，その後17回路電流が洗れ　　，　角　　度1二長Lf形　、式f二電　、動．r式電磁塞氣式　　10ノツチ　　　　　　　　廠殖ドラム1納入渕操傭馴抵璃醐蕎　　　　　　V　　　Ω　　　　　　　　　．　　　　　　sec　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l小田急電鐵向100お4滑り角度　（度）句2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　・9　　，10　　11　12　　1ノツチ　〃　〃　〃　〃　〃　〃，　〃　〃　〃　〃4．7　4．9　4．7　4．7　4．7　4‘7　4．7　5．1　4．7　4．7　5．13．958・1251・・61…2・・2・・2・・　・：・…a・2・・・…Z・・・・…9・2・・∵臓・銅L9798…1…7・・977’・・7・・7・・7・・7・ら　Zs　g100室氣屡力　　5　kg／cm215　9　−」9　　9　tl1　　9　　8　　8　　4：tE、巨一！i菱電機・VOL．　23　NO↓　8　“　1949祭寧辛警讐�n葺1欝ぼぎ警讐ぎ’�n鷲　　　、　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　「　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　，　　　めるまでをta。。とすれば　　　　　　　t　：tl十t2　　’　である．　　　　　オツシログラムから各ノッチ間の起動時間を表にした　　　　のが4表である．これを圏示すれば12圏のようになる　　　　これによれば電動式に比べ“t電磁空氣式は各ノ’ヅチの起　　　　動時間が不揃いであつて，ノツチカく進むに從つて段々早　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　表饗警・・1・竺�c饗ごぎ三：ごぞ一璽・�i　　　j　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　一　　　從つて電蹴氣式の起動時間は電動式に比べて，各　　ツチで不揃いであり，起動が遅いことになる．　　3．滑　り　角度　　　2表によつて判るように電磁空氣式は滑り角度が不揃17接鯛、片幽過速度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロぱ　　　　　　　”　、＝1’”ご件、一→，＿、一一￥⊇芸⊇慧、竺。一→、、＿、2＿；i　OS　・Eitg‖電’動式　100γ　　　　　　　490　　　　　　　　　　1．6（近畿日鐵向）3．52，e。1．56　　1．471二5　1．521．5751．56　　1．531．64　1．721．42ρ　　」　　　　’磁塞氣式100γ5克9／（抗22251α9、’゜�H巴033ぴ99ぴglα9ひ・iα・　　　　　’1．12α85　　　　∀前・牛　　、復牛鵡゜0．90お50．45s0．571．02α68砿65、0．8α62’・旙‡楡　◎ドラム1回韓時間の各に劃する温麺速度・2422蓮直・’、　写鍵菅一2ψ．戊■ぽ一　⊥‘、t・6、�`●7轟チλi・4ご，、”2　　　・P、、4z吉oへ、垂・e、、、▽、一　　　　　σ茎か9‘　‘‘、、　、　　　、ノ’、、　、一一　　’　　　’、ン’’、、’私　ぬ・■6、烏ム＼x．fo■4ツひ�uρ2’一”，3579　　　teltt2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ”？争　　　　　　　11　薗　　f7接簡片題・a速度　　く，だつている．12圖の電動式の1回轄所要時間は短いも，　　のであるから7〜9圓から各々の起動時間を求めると，’　　2；82，3．52，4．6秒の1回轄所要時間に封する起動時間　t，はそれぞれ8・0，12・1，16．9　“vとなる．これを12圖に　　求めて1回轄6秒の撒を推定す党ぽ約25〜位となり電　　磁塞氣式よりも短い・、電動機操作順序開閉器・松田　　　　　亀　　　　　　　　　　　　　，t4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．ヌ　　　　　　　　　　　x　　　　　　　＿　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ヘ　ロヨ　おいて回軽漣度は電磁塞氣式の方が遅いのに滑り角度が∵・メ・　大きいと云うことは益々不利なことである．逆にこの貼　・1：ξで鋤鵡繍綱�`肌脹所猿乱ている．　　二i＿一　．．＿．＿．．．�d　＿．　，．　　　　　　　s；’1　　以上に起動，回轄，停止の三動作を比較したが何れも　　パ　電動式が電磁室氣式に優るk云う結論となつた．この他・一．　ei　・ツチ戻しの時に嶋磁鐵拭髄醒せなければ抽　季なし・が，卿式嗣方向醐ができ，必難れば麟も∵彗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　できる・またasxe・保修等種鋤較されるが省略ずる：＿ぷ臨鎚の性能　　　　∵　、灘　　上に述樋・表・・織噸を物語つていふ∴翼　こSでは部晶別にその長所t’短所，を感じたまム述べる　．一　，3嵩亘墓傾ツチ。の組含せ　　　磯　　・の順序醐器嶋鐵靴。イ。チの電灘輌路．：1：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　コぶ　を蜘作するものであつて．迅速確實な電動式操作と，罐　・　」　實安全な軍位スイッチの主回路開閉動作乏の長所を合せ、・’｛1蹄・てい・繊・して・灘…チの難・限弓禁�g麟�g耀巖霊蕊�n，一螺還9雛三�lぽ：嚇�f　1　い時聞であるから實際間題としては支障はない．　　　　　・　・，1　2’操作用電動機　　　　　　　　　　　　　　　　　　・パヨt’eeL・・，’丁一∵∵v□・．　　L二‘こ・・ヌSF亨’・・：’　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．　・、；　で　1’←　⊂τ’一　ゴ冑、町∵’牢一一’・・豆�c∵’一’‘�`；’⊂’＾”一・噸�`’∀、．‘1’一＿、　　　　　　　　’　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　吟■ノ　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　■o　　　、　　　、●r●　　■L、　、1、’託一　　うA　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、‘　　　ッ　脚　　　　’今■’1　　　　　・4　表起動時間’　　・F一s、・・穆・式醐瞭件・≡ご●起旦　　　　　　　　　　　　　　時1−→2−一＞3−→4−→5−→6−→7L→8−→9π→10−→11−→12ノッチノペ　．間　　〜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、14．022．0＆・1ち2　　1α5　　17．76011．017�Iv’7．012．01907．510．0　、17δ57．710．017．77．01α01τ0乳610．0→170免2・9．016．27A11ρ18．07．59．517．0’一�d　人亀1r、L蜜�j，1　　　　　　　　　　　T　’6．010．816．86．96．51＆4足8＆412．26．77．o13．76．0『6．91乳95．86．812．65．86．412．26．27．713．9＆06．712．7　　1臥46．81225・8’6．11L9、　　　　　　　▲・�_4旨　　　　　　100γ85354843423330一ノ1（前牛）ン　　　　　　鞠／・抗琴z”　　電磁塞氣式31313425｝（後牛）c　°　　　　　　　’ss、　　　．　　　　　　60γ9552495047（前牟》〆ξ’・　　　　ぴ・〃・／�u‘85�d4836：4535（後牛）　　　　　　　、　‘、’こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜苛・、「’一、　　　　　　・ジ　　グ　◎ドラム1回鱒時間の各々に劃す、る起動時間．‘陰c寸1二，lirヒ・Pii；1・ト　ロトi．し！｝、　　　　　　　t2薗　　起動　時　間　　が趣速であることが特長である．負荷に謝して充分絵裕：　，のある電動機であるのでその温度上昇も殆んど閲題にな　　らないことは試験結果3を見れば判るであろう・電動式　　の敏殿としては操作電魔の憂動にょつて1回嘩力遷る　　ととであつて，必要に醸じその継が講じられる．　　　　　　　　　　　　　　y’ピ｜�l：、1’i［，、　．f”ト　　　にヘ　　　　へ；：一ξ．覧☆3．．短絡指電器　電動機が小容量であるので，1、これを開閉する短絡縫電器も小型であつて動作が迅速であることが特長である・　’この短絡縫電器の渥速はノッチの滑りに影響するので，できるだけ動作の速い纏電器が必要である・短絡纏電器の引きつける速度はドラムの起動だけであつて危瞼性は　　　，ないが，その引き離しの速度は滑りに直接闘係し，その時間はできるだけ短くしなければならない．今後の研究によつて2・5〜3aeLの時聞を更に短縮すべきである・7．結論継噌雌氣式罐蹴に改財・・…以上のよ’うに一懸の成果をおさめたと共に”多段式制御方式に移行しつSある現状に甥する準備態勢が整つたのである・使用機器については種々櫨討すぺき間題が甥つているが開護から製作に移つて昭pm　24年3島小田急電鐵會瀧近畿日鐵會砿の現車試瞼が終了したので鼓に報告レた．　終りに當つて本器の製作ならびに實験に終始御支援を・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ賜つた小田急電鐵會枇，近畿日鐵會冠の關係者各位に厚く御禮申上げる衣第である．　・20　（260）k、＼、び　、i‘θ≡三菱電機●VOL．　23．NO．§■p禦g‘ll’4・7　、　▼　一ゾ／磐．家くw…�n∴己一’．T−Y［lf“　F−T　vT““’「「−ff一一一＝τ’》3雪Heaviside演算子法に劉する，新”L　L・考察と‘そ’の電氣回路解析における臆用（xvm）　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ、ta　　　　　　　　　　　　　　l’研究所菅野正寸　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　VII・　章　．一　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　塑璽遷巻線上の進行波ご灘のヰ馴．撒潮來、嚇同WW上の過蹴の⌒蜘コ撒を鰍齢、絵」　　　0：大地に封する分路容量，　　　　　　　　　　　K：巷線に沿5直列容量，　　　G：大地に響する分路ひンダクタンス・　　　　　　9：巷線に浩う登路ti・；1ダクタンス・　　　　r：．直列抵抗，　　　　　　　　　　　　　M（X，y）1ば’及び汐における微小部分間の根互羅　　．f　　　fl雄．］　　　・｛　　パ、　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　一＝＝＝一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　k　　　　　　　　　　　　　　＿　　　｝　　’　　　　　　　　　　第’　　16　　’圖今，t〈Oにおいで受動欺態にあるこの回路に，　t・＝Oなる瞬間，線路より進行波が到來したとすれば，次の紛一積分方程式ならび｝こ境界條件が得られる．　紛一紛方程式f　‘〉十〇，0＜xく1においてil（ちめ・π∂辮）iB（t，　x）一一9　∂θ緩¢），1、　　k−AS　讃　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（c：lats＿＋G）e　（t’x）　一一☆　　i▲（t’x）−i：i2（t，　xl）＋i3　（t，　x）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i◎三◆●■．●‘・・■・‘◆◆●●．◆●◆●■S●■金■■’’’’’’’””f’’’’’’’’’’’”川　　　　　’｝・、、…・t・…・・…一・・一・ソ・・（W・−1）〃、一・一……一・・…一・く砿’3）…一∴一一・一∵（Wl・3）・　　　　　　　　　（261）2f塾］　ロはぼ麗�n1’・∵∴へ’・’”　一一・1f　li：緊：ジ　・．　一　　：『；’紅∴、1�n…件∴竃�b・．．　　一�a　・．．　一蚤ジ．ご・匿三・・　　　　　，ぺ言　　　　　　　　　　　　　”量ご：　一藪ご’（w’　5）ぷ・　　　　　　　ノ　　徴分方程式：　’〉こ・・醐噺：　ノ　　絃た，　　　　1tt∨　　　　　‘　　イ　メ襲�d；酋り’罐�n煕饗饗デ警騨葺・禁璽覇運で・謄騨響1響で墾響　　　　　t≧†oにおいて　　　　　　　　　・〈ち0）≡ZこD）｛τ・（t・・0＞＋i2（t・、O）＋i3（t・・O）｝　　　　　　　　　θ⇔≒職∴…’一一・・一…・・：−1−・一・・一・∵一…・・（va・．・6＞以†，ご，rvの特別の場合を考える．（1）．巻回闇相互誘導を考慮せず，かつ中性雛直接接地の場合この場合，（W．4）式は／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　C（t・，　o）＝9…’…’・’’’’”…∵…”…’……’∵…一’・………：・：一……＜va’5’）冶なる・’蜘ζL‘‡翻のMl靖勤あ記講騨醜る（w・・）・、価6）の識｝・ρ一・轍を働ま次の諸闘係が得られる・　　　　　　　　0＜x〈1において　　　　　　　　　　　巧�笈鼬ｶ禦�k　　　　　　　　　　　現�M一9∂畷セ，　　　　　　（ca十θ）Fe（R・・x）湯｛F・（a，・・）＋F2（切＋F、（a，・・）　　　　　　　　　∂畷仁（LA十r）F2（R，　x）・　　　　　　　　　　呪（2・0）＝0，．・・：……・・；・・……：…・・……・…・…………一・一・・・・…………・・………〈W．11）　　　　　　　　　　取λ1）≡o（2）−La（R；’t）−1　1（1）E（t）．　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　民（2，め＝σc（λ，t）　’1　1（6）e（t，の，　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　且（2・め言σ・Ω，り号11（1）ile（t、　x），　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　、‥lt　　　　｛蓄二・（2＞za｝Fe（んの一仇汕綱、たご・　＿・巨塑�S）．、　　，ジ　t．9　　　　　　　　　　　　　　〉　　∴・一�_’＾’ttt、’；ヒ�h．∵　．∵　∵二ざ’i！一一（嚇磁）蜘吻・∵…∴一一’i’・∴一一偲・∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　，　，　　　　＼．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　く皿　5）　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　烏　　　　　　　　　　　　　　　’巫翻一（工昔斗・ら（ちり…∵・一一一一・一一∵・一・…く肥ρ　�d　　　　　　　　　　　　　　　　　　’””　　　“／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（WL　2），（W．3），（W　4’），（百．5り及び＿　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　…一一・・……ツ・∴一∴一一＝…∵・…（va．7∫　　　　　　　　　　　　　　’∵…’…∵’”………∵’’”…t’三…（限8）．　　　　　　　　　　　　　　　　一　　｝・、．一一・1…一…一∵・〈鵬）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�s　　　　　　　　　　　　　　　“”“∵…∵’”°∴∵∵ツ’右’…∴鋼ゆ’．「’　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−一一…・：・∴・−t……一・（w1カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　＼　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　（k＝＝1，2，3）　’　　　　　　・　　　”　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　（0＜xぐ）　一一・…・一一・・一∴一…《肥13）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　．’∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三三菱電機●．yOL．23　No．8　1製9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、］　　　　　　　　　　　．苦一．雲挙　　．三∵苦二F二二・・’・・ごぶ∴　　　　　　　　　　　こ、、f　　　　　　　　　　・、’　峯’、　　　　　，　　　　　　　　　　　　　’　　　．　、　　　　　　　　　、　一　　　となる．しかるに　　　　　　　　　ふ　　　　　．tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　co・　　　霊鶏・・≡・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　00−「．　　■　．　　−L2・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　n−11、．一・∴．　　‘　、　　碧　　　　　　　　　　　　　　　　　Ltl．4、■　　：　・．・一’二とな、．蜘こ　一：：∴t−∴ノ．、±’α一堰・B’r1／ピ�堰Ev．ノ・・　二．　　從つて　　　”　一　、●／二’二．，w・　i・＝n2“　”，．．・　・．．ビである．　　　　　　’�d‥．ttt．β一゜バ＝°1，＿・となるから，T（Li．：．、　　．・�M魂（り・2岳：，．寸　・　一‘｝−　　　　　　　、．t、i「・◎，．二二　t・　’　−t’1−．−1・（�@≡〆ニ．二’一．1−・一　x〈百．13）式を境界條件を考慮して解けば　　　　　　　　　　Fe（A・・x）一こ（わ，　　　　　　　　　　　　　　　　（→n−1（・…i）・∵一・…・一・・…・☆・∵∵・（胸・1灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カπsmnπ¢’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ�I2＋dill2　　　　　　　　　　　　　　Σ（一）n−・議叢畿詩慧｝・π・・n・π・　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら，　　　　　　　　　　　　　　癖＋・ぽ）》（（一）扮％π8mηπ渇α2十n口π2）（βs＋n2πt2）e−6…．　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nエ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、．’・（⌒輌ω二の∴（。箋＃．g・）○緬から疏の電蹄（・職．　　　’　　　　−　　　　　　・⇔一鵠鍋呼）暑｛1恥・＋O）1（轟1轟）西∵・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　・（COSω・τ＋9ηSmωητ）辱（6≡921）・ニ…一一…（唖，・5）　　　　　　　　　　　　　　　　ilgi・’⇒佳＋毒鑑）∴’　　　．　　　　　　　　　　　碗⌒午（G−一α29）（β2＋n2π2）rlα2一β劉）（α2＋nafi2）・・n・＋碗1−1芸鵬辮・’　　　　　　　　　　　賑一）門｛（TK−一一gL）n2π2　t　（rC一θL4K2LS（α2＋h2−．’2’）2）�d　，1・三嫁特・卿の猷編す・・とが出縁・Gec，　：．’　．〜　−r　　　　　　　　　　　　　　　　　　9…一・・亘一ワ衰緩。Pt）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ご邊　　　　　　　　　　　　　　　　　｛ピ）》謡漂一〆謙議弓，三講⌒…綱蹴縦の…解析1・k・け1雇…ビ∴　・ぽボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　∵、　　　　一！　．ゴ　　’．、＼一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身獣1−　”t’・’＼＿／一く鷲）：；一”一・・�`如治．‥…・．一・　　　　　．欝1：．なお二。の場鑓艦容量K・％のヲ蹴�M蜘してみζいで慧蒜議若輪’∴’・’騨響�f讐竺特三：三1等璽で響三三警∵響1≡寧巳三∵竺iご�_鴇られ壷，�d二　、）［−1・匡づ・1：：に�lる’しかるに’ξ・1竪．慰二ti”．�jtt　　’i：こξ：二1三．齢ジ・．…∴一一麺・6）　　…　　．ご一・　　t　　．　　『一（0＜x＜1）　　・・…　の・・・・…　い・・＼・・一■1…　一・・∴…　（V『　17＞こ1（1、イ1（t，・’ta）−Ka．（t，2）・r（・）鵠織）そΦQ）t’　　　　　　　c≡1・・Σ。亘DΦ鋤（t，．2），（、）・・6・・（a）・．　　　　　t　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　coγ�S；罐・1≡・・2γ（遁　　　　　　　♂’ノ　ll．　γ（1））2→：．n2e　　　lCLp2十（rC十GL）・P十G　　　　　　　z　　　　　　　　　　、　　　o　　　　　　　、、s・・h・（・）・（°◇＜1）（一）拓cW毒．、　，．oo。。、（一）nti「t（・・＋・矧（P＋・／tw｝　　　　　　　　’　　　　　　　．、　　　　　　　’…1”’∵：（肌◎・F遼≡β一c°shβz＋・（・・一一β・）》conpl（一）”π2π2coざ・励，CO8れπ¢’　　“δ循t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε‘　　　　　　．　　　　・　・　　　　　　　　　sinhβ　　　　．　　　　　　　　（a2＋fV2π2）（β2＋n2π2）r　．　　　，　　・（…ω幽・si・ω・め（；三才2i）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●噛・筋（w吻式の後牛のパλ）t’x・L・・（‘・・”）’と書いて差鱗いことと竺從つてb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　coshβX　　　　　　．　　・　　　　　　　　’曇く竃∵・（6＞�M一肋Φ（一Z））1（6）｛β　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　・・（・・一β・）Σ　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��■どなるが，こ訳お恒．24〈2町　　“�S　　　　　　　　．　　・．．．．s＝・・1（；）K・・｛β罐夢冗（の＋・（・・一β・）t（∫　　　　　　　　　　sinhβ・t　　．　　．　　　　　　　．　　　　　　　　（（→nn2Zi2　cos　nπxα2＋，12π2ン（β2＋，12π2）に�c‘（…t・…＋9…i・・W・・t）　　一　　　　　　⊇．　　　　　　　．・’　s　　　　　　　　　　　　　　　　ピーら1（（一）ebe2π2　cos　nrrXα2十げπ2）（β2＋n2π2）一．＼．　　　　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　　　・（…（Vpm・＋・…三・W）d・））｝・（・＜・＜・）’　…．／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　’　　　　　　　　　晒　’　　　　　　　　　、P・≡貴”＋paC（＋・o）・，（t≧＋o）一：一・……・一一一・・�Q豹）　　　　　　　　　　、q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亘菱電機・V（5L・23　No．8・1949．　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　．　　　　　　　�S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　／　　．　．●…’…c−……（w．19）　　　　’．，　・r　’・．4．｝　　　　　　’一・　anτ　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　’司　　　　　　　　　　　　　　由．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　・　　　べ野∴郵ぎ駅�i�n’�n“罪騨．�k’：’．i’：Y．．1’iiF’i　　　　　　4・　　　’　　　　　　　　．　　　　　　　”　　　／　　　　　なる蹴を利用して計算を實徹れぼ　　　　t　　　。　　ゼ・〈ちか〆〈頭E（＋o）豊芸ρ・1＋・KB畿警丑（り・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　’　　　　　1，　　　　　　　．　　　　　　　　1　“’・　　　　　…1’一　＋・E（・・）》（識瓢學・・ニヅ∴　　　「�E”・　　−；　　、　　　　　　　．　　　　　？↓ロ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　　，　　9　・　　∴．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　　　　f−　　’・｛…9（輌…tu・・i（a・一（Ol−…L）（9−・19））輌遥い…ゴ［＼　巳・・（c一醐釈獅璃（蹴辮鵠，ポt’　パご　　三　　　　　　，　　　　　　．／b　　　　　　　　　’t−　　一・�d　　’一　　　　頑輪＋晦泊り・（t≧＋0，0＜x＜1）・…一噂Al　，’・；．iテ⊂…慧�l竃竺゜�l　§∵…三：｛　　　　な遮蹴を含むのであ・・　　　　’　　　　　　　　　　　三l　　　　　　　　　　　　　　F・　（R・x）一鴇h需6（λ）・（・＜文・）∵・……�h・・，，…・一・一・：（魎）：・・lj　1］，il熾中綴繍合≡しで∴　　＿’、一　・’一・・Or∴・∵1：1．，鵠器｝1一電（二喘聯・1i’．　t’　．，　t、∵’v　，，”　　”：・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼：・　　　　　　　　�kω一・6＋9−sintOm’t）・　　（　t≧＋0，0＜x．＜1　）　　・−1’・・・…　e…　（m・23）：　　　　と8るかあ，ew上の電位分布，〈、；、。）．eま・　　　　　　　”　　　　　，，�M二塒βα）鞭蝿丘�M》（（一）n−1？ηπCOS　mit劣α2　＊．　m2rc2）（β2＋m2π2）e−・・vL∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　コ　　　　　　’　、、　’・・（COS　tUmT十9m　smω伽τ）d・）re　G≡芝i）・・…∵∵…・�M’　　　　ぜ　　　　　．　　　　　　　　　　　　一＿　　　　’　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　’A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　・法る・’t・”・’し・δ・Nび9・・　e｛kswpmJl・おける・戒びq・の旛・を咋・＋7）に代えたものを表SS−．一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（265）25tt’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　もしt’　“回路の損失を無規出來る場合には　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tHcayi8ide演算子法｝こ封する新しい考察とその電氣回路解析における願用（XV■）　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、M「’　　霧’”・’：：�`，1〜勇　“鷲　　．・：；○箋6‖；1±　恒：罵鷺三・1�i�g一・・’，�i∵∵∵・1・i∵巳　　　　　　　　’　　　「”　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　，’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫　　　　　　　　　　‘　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　ド　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポロ　　　　・（t…）・一・E（？・1＄（ξ（t−r）1（蒜蒜竺吟玩器�uめ晦）・　Jt’：、・　　’”∵　一　　、　　　、　（ぽ2i）t　：　一一…（v［・・25　　　　　　　＼　　）［ぷとなる．。　　　　　　　’　　噛　　　　　『　　　　　’、1綜　∴逗ω）趨鵠響巴　　　、　　∵・・］「．t　．’1．・・｛一五（G−a・9）・CQ・…（h・一（r−・訪）�I）・・n・…1｝・　ザノiEii，ii，‡『∵　�d魎畷倉伝）》（（一）’；m2π2　sin　mπXα2＋m2π2）（β2＋伽2π2）∧1三…　　　　　　　（…一・9・…一・）d・）・．（；議）・・…（正26）1�j⊇られ、．：れ、，E（．。）。1。ならばx−。以繊。お�d⊇・（・臓翫tt　�O1トピll：・　　・　　　γぼ冗（・・）鶉讐・・1　　　　　　“　　　一�iを灘�f議を鋤かつ申性嵩酋銚噸ぽ簡一ごE（・）・・E（一凱す・捕［　・の給（鴨眠申のM�Mと・て便宜上こ注・・蝸に＝器につ”z算出聯の二蜘！ll鰭略・たもの・す・・…　，　／　　　　　　．、ll．1’、、M（…y）．＝｛嵩；：凝1二；：：：嘉1’s　　冷［ご膨、。裏⌒タ、に・は鵠⌒牛たξは・…・ジ噸・・一撚を麟互　　　　．∴r　　：、，　　　　　’　o　　　　　　　．　　‘　’　　　・　　　　　　・；：芦卵ζ藁’運�c亘λ�l（。〈。2i）幽∵……一＿∵∴�l∴一三1い野轡響響醗：∵1�n響：　　　　　　　　　〔∂繋レ〔∂瓦（λ，x　　∂x）Ll＋糾ξ＋1一岬一）…（皿31｝吋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　　　オ　　　　　、曙ズ）L−rF・（a・1）＋剥（ξ・め亘（ゐ脇（一）t−…’・・’一’・・（ぽ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　エ＼　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　WF・。・　］．．｝一”r〔∂繋1劣）1．、一・葺・∫（ξ＋・）F2（…x）い）’一（va・・33）’璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：ノli・．1欝芸撚漂�f鷲瓢罐；罐：1竺’ll　　　・、・工∂繋x）L一ξ〔∂2鵠の11．。一・｛F・（・）二ξ〔∂禦L、｝一・∵・…壬嘔）�k　　　　　∵〔∂瓦（2，x　　∂x）〕…＋ξ〔曙κ）〕＿一・｛卿）＋ξ〔∂餐P。xのL｝……・一（肥351’　　　　である・　　　　　　　　　　　　　／　　」・　　‘　（つS’く）ぷ　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　t自　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　、　　　　　　LE　　　　　　「三菱電機」購讃料改訂のお知らせく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　！’　　　　　　　”　　　　　　　　，　　　毎度御愛讃いた恕いております當雌行技術研究雑誌「三菱電機」は昭和25年●　　　　　　　　　　’・　　度V・1・．24　N・・i・　lk「りA娚｝・改装・定励理のよ5｝・e「訂致Lg　S’．　　執筆陣も充實し，豊富な丙容掲載を計Qますから引績き御愛讃のほど願上ます・　　L　　　．　　　，　　定・檀　’1部，30圓送料6園　　　　　　　　　　　　　　イ　　なお購譲料は整理の都合上牛年または1ケ年前金に下記宛御溌附下さるようお願致　　します・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　・u，1鯨都報醍丸の内i丁目2番地　｛　　　’・3　　　　謹畷株ecgtt内議融編蜘臨丸の内（23）3344（9）　　　裂．：；1・　∵，り　　　」三ヨ・．違”三’・　‘：ll：：　　噛：；苅’　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダL　Heaviside演算子法に封する新vtl・考察とその電氣回路解析における臆用｛XV　H）　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　k　　’　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”“　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆弓l　　　　　　El1ご下口　1戸詣、．．・Ψ一ワ六ぎ、　　　、　　　　・願巴ロ：で晒葺・・隔　・亨．で歪・ド，1、’　　、〆　　　ぞ　　　　　　　　　　　　”パ　’x．　　　　　、、．t￥　、i　tV’．Lls’ρt　Y戸、「”　　／［≡一N合1、しF．　●Ilパ、吊’’［ト．28ぽ8）N　　　菱！・電　機緊窒遷線　目　’次　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’〜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁第1號　園線圃による水晶護振器特性の塗討：薄井・……・・…………・……1…一■……・・…1　　一ネ…イルのQ・苦是…一・1’一一一・・…一・一一・一・？　　　　　イグナイトロソ整流器の賂弧回es　；竹「丙…・…∵……・………t・■：・…：……・・…14　　　　　　　　　　t’石黒　・’　　　　エナメル銅線の試験結果にっいて：野　ロ………・…・……・…………・・……・…25　　　　、　　，　　　姫井第2號　コシデンチP套管の趨勢：浅井・………・…・………，t…・・……・……∵・・………・29・　　　　　電解研磨の研究（第1篇電解液の研究）：齋藤……t“’…………・・………：…34　　　、　　｛N・…イルの自酪量・輩経一・一一一∴一・・一一一・・，…　4・、　　　　　シリカゲルの吸牧能：白　井・・…☆…・・…．…1……・・…・…・…・・…………・・……・43AD騨襯験逆鮒器沓・−1・…一・一・’・・…一一・・…・6第3號最近の大型鰹器について：田宮……・……・…………・・…・…・………・……・・49・　　　　25，000KVA中性鮎絶豫低下難器の街撃電塵試験：村上・………・・………57　　　柱上鍵塵器：内田………・・…・………・・………・……・∴…・・…・…・・…・68　　　EV型デアィオン避雷器：大木…………・∴…………・・……………………・…75第4號絶縁ワニスの内部乾燥と絶豫抵抗：白　井…・…・・…・・…・…………・…・・…‘・・…85　　　F・不綱がA1およびその合金に及es’すua（宇報）・長谷J9・1・一・−89」　　　牛波型倍塵整流回路の解析：北垣…・………・…………・………………………99　“、　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「・…　103’　　　　　　　　　　　　　　／　川勝原　　　　　　　　a．　　’　蓮轄中における攣璽器の絶豫油濾過：岩．崎・Ψ・・…・・…・………・…∵…・・・・・…115　　・　　　　　　　　吉澤　　　／直灘電磁接腸器の接鰯子材料：待　鳥………………………………・・∵…・……121　　，第5號鐵製イグナイトロン整流器冷却方式に？いて：加藤……………・・…オ∵……・127・　　　　　電車断流器の遮鐡特性：小　川・・………・…・”！t・…・……・…・・………・・‥…・・∵・・戊37鰯噸徽に及酎鯛穆響（鱗）vatWによる燃の劉曝曇熟線の近況闘菖一・一・一…一一・…一一・　：’…∵・・…二・・7　　鷺當灘難警愛化・曇§一一・・一．：．．．一・・45　　　代用・イ・シユ紙について爆膏…一・・一一∵一・一一一一…53し第6號水晶共振子に封する撒化周波数の働振作用：薄　井…・・…………・…・∵…161　　　　　粒度分布測定法に關する一一試案：山　下…・…↓・…・……・…：∵…t・・一・……：……・170　　　自動綱型機用制雛・莫，讃一…’：一一一・一∵…・…一・一・76．　　　叢蜻禦禦聾曇。，。K型噸唖灘噌，崎・・一・一顕、，　　冷媒diの紛・徽抗に開す噸・繍・・一一：・∵…・−1−…・・89　　　　　誓望纏蒜罐麟廷欝淳ξ譲由、濃）・菅　野・・………・∵・……・………96・第7號非直線特性に基因する眞空管袋振器の周波敷鍵動：薄．井・…！………∵・一・201　　　　電鐵用鐵製イグナイトロン整流器”加藤・・…t−…・……・……・一……k・・…・…212　　　・Fe不純物がA1およびそめ合金に及ぼす影響（第三報）：長谷川……・…−229”　　　　Heaviside　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　、その顕罐灘灘轟濤、）・菅野・…一一一・一・・236…第8號鍵堅器の室素封人装置：岩原・・一・・∵一一一∴・一・・一・一一・・一・…弾い一　　　　’FL−1型パルス式線路障害探知機：樫本…一・一………一………t・…・・・…246−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペク　　　　　電動機躁作順序開閉器：松　田……………・…・…………・…・…・……一…・……254　、豊職聯鱗欝纏宙麟甕1）・菅野・…’・・一一・一・…−i2・・…v’s、兵・N、ノ．�d；’，L／t、、民4�dア▼Pi新製品紹介116型三菱電氣アイロン　このアイロソは2kg（4・5ボソド）の手頃な重さで使い易く，その上堅牢優美で壽命が長く，メヅキがよく，熱の傳導が極めて速く御家庭用として最も適當なものであります・畿熱儂には最近アメリカで好評をうけているチn・・一一プ＝Vメントを操用してあります・　畿熱線には　特に精選したニツケルクローム線を用い，外氣から完全に遮勘されていますから錆びる心配はありません．　當赴では濁特な方法（特許第145604號）で製作していますから　性能は充分信頼できるものであります．　形状は温度分布と熱傳導をよくするよう　偏干にして密着する形とし　特に口出部分の強度を暦すように曲げてあります．・三麺機・撒2；掲載内容非直線特性に基因する眞空管護振器の周波敷饗動・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…薄i井電鐵用イグナイトロソ整流器・・・・・・・・・・・・…　加藤Ee不純物がA1およびその合金に及ぼす影響（第3報）・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・…長谷川Heaviside演算子法に封する新しい考察とその電氣回路解析における懸用（XV11）・・・・・…菅　野　　　「三菱電樹　NO．搬邊式テレメータ試凝報苦・30KV　V型遮勘器’’’’”VOL．24　1●　　・　■　　．●　●　　　・　●　　　・　内容豫定　　　　　　吉川…・…・・・・…　寛　　　　　　門・・・・・……・…五十嵐Fレ・型によ礪力ケープルの障害探知一・響査プレス荷重計算に封する切歓葱力の考慮・・・・・…齋藤塗料の噴霧作業條件の決定について：・・・・……大　田新製品紹介「＝一菱電機」VOL23　NO．8昭和24年12月25日印刷『禁　無　断　轄　載』　昭和24年12月30日襲行定債1部　金15圓（溌料共）皆ト編輯彙登行人印　　刷　　者印　　刷　　所蟄　　行　　所小　　　　林　　　　稻　　　　城　東京郡港晶1蒜布竹苔町一番地大　　　橋　　　松　　　　　　郎　東京郡港騒戚布竹谷町　番地博文堂印刷所東京都千代田品丸の内2丁目2番地三菱電機株式會趾内　「三　菱　電　機」　　　　　　電話丸之内閻　　　　　編　輯　部　　　　　3344（9）d本出版協禽禽員番號B213013’t’i・　’、運轄中ても判る！　　　　”〆：　’，　　〆τ　　　　f口一A三穫電榔旅§檜脆東京丸ピル2階　TEL丸ノ内（23）3344〜49＼｛〜　」．’c竜｝
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